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     平成２１年玉村町議会第４回定例会会議録第１号      
 

平成２１年１２月２日（水曜日） 

                                        

議事日程 第１号 

   平成２１年１２月２日（水曜日）午前９時開議 

日程第 １ 諸般の報告 

日程第 ２ 会議録署名議員の指名 

日程第 ３ 会期の決定 

日程第 ４ 請願の付託 

日程第 ５ 陳情の付託 

日程第 ６ 議案第６６号 玉村町消費生活センター条例の制定について 

日程第 ７ 議案第６７号 平成２１年度玉村町一般会計補正予算（第６号） 

日程第 ８ 議案第６８号 平成２１年度玉村町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第 ９ 議案第６９号 平成２１年度玉村町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第１０ 議案第７０号 平成２１年度玉村町下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

日程第１１ 議案第７１号 平成２１年度玉村町水道事業会計補正予算（第１号） 

日程第１２ 議案第７２号 平成２１年度玉村町農業共済事業会計補正予算（第１号） 

日程第１３ 議案第７３号 平成２１年度玉村町農業共済事業の農作物共済（水稲・麦）・園芸施設 

共済無事戻しについて 

日程第１４ 議案第７４号 指定管理者の指定につき議決を求めることについて（玉村町老人福祉セ 

ンター） 

日程第１５ 議案第７５号 指定管理者の指定につき議決を求めることについて（玉村町障害者福祉 

施設） 

日程第１６ 議案第７６号 指定管理者の指定につき議決を求めることについて（玉村町北部公園） 

日程第１７ 一般質問 

                                        

本日の会議に付した事件 

議事日程に同じ 
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出席議員（１６人） 

        １番  笠 原 則 孝 君        ２番  石 内 國 雄 君 

        ３番  原   幹 雄 君        ４番  柳 沢 浩 一 君 

        ５番  齊 藤 嘉 和 君        ６番  筑 井 あけみ 君 

        ７番  備前島 久仁子 君        ８番  島 田 榮 一 君 

        ９番  町 田 宗 宏 君       １０番  川 端 宏 和 君 

       １１番  村 田 安 男 君       １２番  髙 橋 茂 樹 君 

       １３番  浅 見 武 志 君       １４番  石 川 眞 男 君 

       １５番  三 友 美惠子 君       １６番  宇津木 治 宣 君 

欠席議員 なし 

                                        

説明のため出席した者 

町     長 貫 井 孝 道 君 副  町  長 横 堀 憲 司 君 

教  育  長 熊 谷 誠 司 君 総 務 課 長 小 林 秀 行 君 

税 務 課 長 阿佐美 恒 治 君 健康福祉課長 松 本 恭 明 君 

子ども育成課長 新 井 敬 茂 君 住 民 課 長 佐 藤 千 尋 君 

生活環境安全 
課     長 重 田 正 典 君 経済産業課長 高 井 弘 仁 君 

都市建設課長 横 堀 徳 寿 君 上下水道課長 太 田   巧 君 

会 計 管 理 者 
兼 会 計 課 長 新 井 淳 一 君 学校教育課長 川 端 洋 一 君 

生涯学習課長 加 藤 喜代孝 君   

                                        

事務局職員出席者 

議会事務局長 大 島 俊 秀 議事調査係長 石 関 清 貴 

局 長 補 佐 兼 
庶 務 係 長 小板橋   保 主     査 関 根 聡 子 
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〇議長あいさつ 

◇議長（宇津木治宣君） おはようございます。平成２１年玉村町議会第４回定例会が開催されるに

当たり、一言ごあいさつを申し上げます。 

１０月の改選後、初めての定例会を迎え、改めて身の引き締まる思いではないかと思います。また、

年末を控え議員各位には公私まことに多用のところご出席を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

 今定例会に提出されます諸議案につきましては、後ほど町長から提案理由の説明が行われますが、

議員各位におかれましては、円滑にして活発な議事を進められ、住民の負託にこたえられるよう適正、

妥当な結論に達しますようお願いをするところであります。 

日ごとに寒い季節に向かいます。皆様にはご自愛の上、ご健勝にて活躍されますようお祈り申し上

げまして、開会に当たってのごあいさつといたします。 

                      ◇                        

〇開会・開議 

   午前９時開会・開議 

◇議長（宇津木治宣君） ただいまの出席議員は１６名であります。定足数に達しておりますので、

これより平成２１年玉村町議会第４回定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

                      ◇                        

〇日程第１ 諸般の報告 

◇議長（宇津木治宣君） 日程第１、諸般の報告を申し上げます。 

 初めに、監査委員から、地方自治法第１９９条第９項の規定による定期監査の結果を、また同法第

２３５条の２第３項の規定による例月出納検査の結果が議長に報告されております。９月から１１月

までの監査、検査の報告につきましては、お手元に配付をしました文書のとおりであります。 

 また、玉村町議会会議規則第７７条の規定による議員派遣終了報告書が議長に報告されております。

報告書はお手元に配付したとおりであります。 

                      ◇                        

〇日程第２ 会議録署名議員の指名 

◇議長（宇津木治宣君） 日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、玉村町議会会議規則第１２０条の規定により、７番備前島久仁子議員、８番島

田榮一議員の両名を指名いたします。 

                      ◇                        

〇日程第３ 会期の決定 

◇議長（宇津木治宣君） 日程第３、会期の決定について。 
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 本定例会の会期につきましては、去る１１月２５日に議会運営委員会を開催し、審査をしておりま

すので、議会運営委員長の報告を求めます。 

 齊藤嘉和議会運営委員長。 

              〔議会運営委員長 齊藤嘉和君登壇〕 

◇議会運営委員長（齊藤嘉和君） おはようございます。平成２１年玉村町議会第４回定例会が開催

されるに当たり、去る１１月２５日午前９時より役場４階会議室において議会運営委員会を開催し、

議事日程を作成いたしましたので、ご報告申し上げます。詳細につきましては、お手元に配付してあ

るとおりでございます。 

 会期は、本日から１２月１０日までの９日間といたします。 

 今定例会に町長から提案される議案は、１１議案を予定しています。概要につきましては、本日は

まず初めに請願及び陳情の付託を行います。続いて、町長から議案第６６号について提案説明があり、

総括質疑の後、委員会へ付託を行います。次に、議案第６７号から議案第７６号までの１０議案につ

いて一括提案説明があり、質疑、討論、表決を行います。その後、一般質問を行います。質問者は４人

です。本会議終了後、議会広報特別委員会が開催されます。 

 日程２日目は、本会議を午前９時に開議、一般質問を行います。質問者は６人です。 

 日程３日目は、本会議をやはり午前９時に開議、一般質問を行います。質問者は５人です。 

 日程４日目、５日目は、土曜日、日曜日のため休会とします。 

 日程６日目は、総務常任委員会と経済建設常任委員会が開催されます。 

 日程７日目は、文教福祉常任委員会と全員協議会が開催されます。 

日程８日目は、事務整理のため休会とします。 

 日程９日目は、最終日とし、午前１１時より議会運営委員会が開催され、本会議は午後２時開議、

委員会に付託された議案第６６号について委員長報告があり、質疑、討論、表決を行います。次に、

請願及び陳情の付託について委員長から審査報告があり、質疑、討論、表決を行います。その後、各

委員長から開会中の所管事務調査報告及び閉会中の所管事務調査の申し出、閉会中の継続審査の申し

出を行い、閉会を予定しております。 

 以上申し上げたとおり、効率的かつ円滑な議会運営ができますよう各位のご協力をお願い申し上げ

まして、報告といたします。 

◇議長（宇津木治宣君） 以上で議会運営委員長の報告を終了いたします。 

 お諮りいたします。 

 平成２１年玉村町議会第４回定例会の会期は、ただいま議会運営委員長より報告のありましたとお

り、本日から１２月１０日までの９日間といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 
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 よって、本定例会の会期は、本日から１２月１０日までの９日間と決定いたしました。 

                      ◇                        

〇日程第４ 請願の付託 

◇議長（宇津木治宣君） 日程第４、請願の付託を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております請願については、お手元に配付してあります文書表のとおり関係常

任委員会に付託し、今定例会開会中の審査といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認め、さよう決定いたしました。 

                                         

  平成２１年１２月２日 

   玉村町議会第４回定例会 

請  願  文  書  表 

受理
番号 

受  理 
年 月 日 

件       名 
 

請願者又は代表者 
住  所・氏  名 

付  託 
委員会等 

１ 
 
 
 

21.11.16 
 
 
 

生活費に見合う年金引き上げ
を政府に求める請願書 
 
 

紹 介 議 員 石川 眞男 

総   務 
常任委員会 
 
 

前橋市樋越町１８３―４ 
全日本年金者組合群馬県本部 
執行委員長 小崎 洋一郎 
玉村町大字樋越２８ 
全日本年金者組合玉村支部 
支部長 関口 昭三 

                      ◇                   

〇日程第５ 陳情の付託 

◇議長（宇津木治宣君） 日程第５、陳情の付託を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております陳情については、お手元に配付してあります文書表のとおり関係常

任委員会に付託し、今定例会中の審査としたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認め、さよう決定いたしました。 

                                         

  平成２１年１２月２日 

   玉村町議会第４回定例会 
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陳  情  等  文  書  表 

受理
番号 

受  理 
年 月 日 

件       名 
 

陳情者又は代表者 
住  所・氏  名 

付  託 
委員会等 

２ 
 
 
 

21.11. 5 
 
 
 

現行保育制度の堅持・拡充と保
育・学童保育・子育て支援予算
の大幅増額を求める意見書提
出を求める陳情書 

渋川市石原１６０９―１ 
コスモス保育園内 
群馬保育問題連絡会 
会長 吉武 徹 

文 教 福 祉 
常任委員会 
 
 

３ 
 
 
 

21.11.18 
 
 
 

核兵器の廃絶と恒久平和を求
める決議、ならびに意見書採択
についての陳情 
 

伊勢崎市中央町３０―３０ 
連合群馬 
伊勢崎地域協議会 
議長 渡辺 聡 

総   務 
常任委員会 
 
 

４ 
 
 
 

21.11.18 
 
 
 

改正貸金業法の早期完全施行
等を求める意見書採択につい
ての陳情 
 

伊勢崎市中央町３０―３０ 
連合群馬 
伊勢崎地域協議会 
議長 渡辺 聡 

経 済 建 設 
常任委員会 
 
 

５ 
 
 
 

21.11.18 
 
 
 

社会的セーフティネットの拡
充を求める意見書採択につい
ての陳情 
 

伊勢崎市中央町３０―３０ 
連合群馬 
伊勢崎地域協議会 
議長 渡辺 聡 

総   務 
常任委員会 
 
 

                      ◇                   

〇日程第６ 議案第６６号 玉村町消費生活センター条例の制定について 

◇議長（宇津木治宣君） 日程第６、議案第６６号 玉村町消費生活センター条例の制定についてを

議題といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

よって、日程第６、議案第６６号を議題といたします。 

これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 貫井孝道君登壇〕 

◇町長（貫井孝道君） おはようございます。師走に入り、寒さも日増しに激しさを増してまいりま

した。本年も、いよいよ残すところ一月足らずとなり、何かと気ぜわしい季節を迎えたわけでござい

ます。 

平成２１玉村町議会第４回定例会の開会に当たりまして、ごあいさつを述べさせていただきます。 

日本経済は、世界金融危機に端を発する景気の低迷が続いており、緊急経済対策などにより一部に

は底打ちの兆しが見えるものの、国内における雇用状況の改善等は見られない状況であります。今後
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の景気の先行きは、いまだ予測できない情勢にあります。また、国政においては本年８月３０日の衆

議院議員総選挙において、民主党を中心とした連立政権に政権交代が行われました。国では、行政刷

新会議で２０１０年度予算概算要求の無駄を洗い出す事業仕分けが行われ、平成２２年度当初予算に

ついても従来の予算からの大幅な見直しが予測されるため、町としても今後の動向に注目していると

ころでございます。さらに、平成２２年度においても町税の減収が予想され歳入不足が懸念されるた

め、当町の予算編成においては今年度に引き続き無駄ゼロに向け事務事業全般にわたり見直しを図り、

歳出規模の抑制、整理、合理化を一層推進するよう職員には指示したところでございます。 

 さて、本日平成２１年第４回玉村町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位におかれまし

てはご多用のところご参会をいただき、本定例会が成立いたしましたことを厚く御礼申し上げます。

本定例会は、本日より１２月１０日までの９日間、１１案件につきまして提案をさせていただき、ご

審議をお願い申し上げるものでございます。 

 また、本定例会では、１５名という多くの議員さんから一般質問の通告を受けております。誠心誠

意、議論を尽くしてまいりたいと存じます。あわせて貴重なご意見、ご提言をいただけるものと考え

ておりますので、何とぞよろしくお願い申し上げます。 

 それでは、説明に入らせていただきます。議案第６６号 玉村町消費生活センター条例の制定につ

いてご説明申し上げます。 

本案につきましては、平成２２年４月１日から玉村町消費生活センターを開設するため、条例を制

定するものでございます。条例の概要を申し上げますと、消費生活センターは勤労者センター内に設

置し、開設時間は午前９時から午後５時とするものであります。当センターには消費生活相談員を置

き、消費生活に関する相談及び苦情の処理、消費者啓発のための資料及び情報の収集、提供などを行

い、町民の消費生活の安定及び向上を図ってまいります。 

 これまでは専門の相談員がいなかったため、複雑な問題については群馬県や近隣市の消費生活セン

ターで対応していただいたところでありますが、当センターを設置することで、複雑化、深刻化する

消費者問題に素早く対応できることになります。また、相談員につきましては１１月１日から臨時的

任用職員として２名を任用し、来年３月までに相談員養成研修、近隣の消費生活センターへの実地研

修を行いまして、来年４月から玉村町の相談員として勤務していただく計画となっております。 

 以上です。 

◇議長（宇津木治宣君） 提案説明を終了いたします。 

 次に、本案に対する総括質疑を求めます。質疑ありませんか。 

 １１番村田安男議員。 

              〔１１番 村田安男君発言〕 

◇１１番（村田安男君） 内容についてちょっとお伺いします。 

 第５条の営業というか、開業時間、日曜日及び土曜日、そして国民の祝日に関する法律に規定する
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休日を、これは休みとするということでよろしいのですか。私は、そういう解釈させていただくので

すけれども、この内容はどういうふうになっているのかということなのですけれども、お伺いします。 

                                              

◇議長（宇津木治宣君） 休憩します。 

   午前９時１３分休憩 

                                              

   午前９時１４分再開 

◇議長（宇津木治宣君） 再開します。 

                                              

◇議長（宇津木治宣君） 高井経済産業課長。 

              〔経済産業課長 高井弘仁君発言〕 

◇経済産業課長（高井弘仁君） ご質問者のお聞きになられていることは、センターの休業日という

ことでございますので、土曜日、日曜日が休業でございます。また、国民の祝日に関する法律に定め

る休日も休業ということであります。また、１２月２９日から１月３日までは休業ということであり

まして、この間は休みということでございます。 

◇議長（宇津木治宣君） ほかに質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 これをもって本案に対する総括質疑を終了いたします。 

 お諮りいたします。議案第６６号 玉村町消費生活センター条例の制定については、経済建設常任

委員会に付託の上、審査することにしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第６６号 玉村町消費生活センター条例の制定については、経済建設常任委員会に付

託の上、審査することに決定いたしました。 

                      ◇                        

〇日程第 ７ 議案第６７号 平成２１年度玉村町一般会計補正予算（第６号） 

〇日程第 ８ 議案第６８号 平成２１年度玉村町国民健康保険特別会計補正予算（第 

２号） 

〇日程第 ９ 議案第６９号 平成２１年度玉村町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

〇日程第１０ 議案第７０号 平成２１年度玉村町下水道事業特別会計補正予算（第４ 
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号） 

〇日程第１１ 議案第７１号 平成２１年度玉村町水道事業会計補正予算（第１号） 

〇日程第１２ 議案第７２号 平成２１年度玉村町農業共済事業会計補正予算（第１号） 

〇日程第１３ 議案第７３号 平成２１年度玉村町農業共済事業の農作物共済（水稲・ 

麦）・園芸施設共済無事戻しについて 

〇日程第１４ 議案第７４号 指定管理者の指定につき議決を求めることについて（玉 

村町老人福祉センター） 

〇日程第１５ 議案第７５号 指定管理者の指定につき議決を求めることについて（玉 

村町障害者福祉施設） 

〇日程第１６ 議案第７６号 指定管理者の指定につき議決を求めることについて（玉 

村町北部公園） 

◇議長（宇津木治宣君） 日程第７、議案第６７号 平成２１年度玉村町一般会計補正予算（第６号）

についてから日程第１６、議案第７６号 指定管理者の指定につき議決を求めることについて（玉村

町北部公園）までの１０議案を一括議題としたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第７、議案第６７号から日程第１６、議案第７６号までの１０議案を一括議題といた

します。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 貫井孝道君登壇〕 

◇町長（貫井孝道君） 議案第６７号 平成２１年度玉村町一般会計補正予算（第６号）について提

案説明を申し上げます。 

 本案は、既定の歳入歳出予算の総額に１億４，９２７万４，０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を１０７億５，６４８万５，０００円とさせていただくものでございます。 

 歳入の主なものとしましては、地方特例交付金の交付決定によるものと、国県支出金の２１年度新

規で事業化されたもの、事業費の増減に伴うものでございます。 

寄附金では、民生費寄附金１件、教育費寄附金１件のご寄附をいただきました。ふるさと寄附では、

「健康増進又は社会福祉に係る事業のため」として１件のご寄附をいただいております。 

国庫支出金では、社会福祉費負担金等が事業量の増大による増額と、道路橋梁費補助金では斉田上

之手線道路改良事業のための補助事業の増による増額であります。 

以上が主な歳入でありますが、不足する財源につきましては前年度繰越金を充当させていただきま

す。 
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 次に、歳出の主なものについて説明をいたします。まず、歳出全般に計上してある職員給与費の増

減額でありますが、４月１日付の人事異動による増減並びに給与改定による増減などにより、約

１，２４６万円の減額でございます。 

 次に、民生費では社会福祉費の自立支援関係の利用者の増大により、事業費の補正をいたします。 

 衛生費では、予防費、新型インフルエンザ対策として、住民税非課税世帯に新型インフルエンザワ

クチン予防接種の補助を行います。なお、この事業につきましては国２分の１、県４分の１の補助に

より実施をいたします。ですから、町負担は４分の１ということになります。 

 ２点目として、太陽光発電システム設置整備助成事業で当初予算では３００万円の計上をいたしま

したが、現在の申し込みで二百数十万円の支出が予定されており、今後不足が予測されますので、追

加をさせていただくものであります。 

 ３点目として、健康増進対策事業費の胃がん検診事業では、胃カメラの検診者が年々ふえておりま

すので、３４０人分の追加費用を増額させていただきます。 

 農林水産業費では、昨年に引き続き松くい虫防除事業を実施するための補正であり、烏川の保安林

に約４０本の松くい虫の被害に遭ったと見られる枯れた松がありますので、伐採処理を行い、今後の

被害の拡大を防ぐためのものであります。 

 商工費では、平成２２年度より町消費生活センターの開設をするのに当たり、チラシを作成し、町

民に開設のＰＲを行います。 

 土木費では、斉田上之手線道路改良事業で事業の進捗を図るため国庫補助金の追加がありましたの

で、用地買収費並びに用地補償費の補正でございます。 

 ２点目として、まちづくり事業では、事業の進捗を図るための土地購入費から物件補償費への組み

替えを行うものであります。 

 ３点目として、地震防災マップ作成事業では、国庫補助により町内各施設等の建設時の地盤調査結

果を取りまとめ、防災マップを作成いたします。 

 常備消防費では、来年度玉村消防署庁舎に研修室等の増築を行うため、実施設計委託料の補正でご

ざいます。 

 防災費では、防災行政無線整備事業として、国庫補助によりＪ―ＡＬＥＲＴ受信機の設置を行うた

めの補正でございます。 

 最後に、教育費でありますが、各学校の施設修繕費等の増額補正でございます。 

 ２点目として、学校給食センターでは、調理用器具の老朽化による入れかえを行うための費用並び

に斉田上之手線の拡張により駐車場を八幡様裏の町有地に移転するための費用を補正いたします。 

 以上が一般会計の補正予算であります。 

 議案第６８号 平成２１年度玉村町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）についてご説明申し

上げます。本案につきましては、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億１，５９９万円を追加
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し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３０億２，７４２万６，０００円とさせていただくもの

でございます。 

 補正の内容といたしましては、歳入の主なものとして繰越金を５，７６９万２，０００円、前期高

齢者交付金を５，５４２万１，０００円、一般会計繰入金を２８７万７，０００円増額するものでご

ざいます。 

 歳出の主なものとしては、医療費の増加、また新型インフルエンザの流行により一般被保険者療養

給付費を１億１，０００万円、一般被保険者高額療養費を１，０００万円、高額介護合算のシステム

改修として４２万円、平成２０年度の事務費等精算分として一般会計繰出金を６６万４，０００円、

一般被保険者保険税還付金を５０万円増額し、後期高齢者支援金、前期高齢者納付金、老人保健拠出

金、介護納付金が支出額の確定により５５９万４，０００円を減額するものでございます。 

 議案第６９号 平成２１年度玉村町介護保険特別会計補正予算（第２号）について提案理由の説明

を申し上げます。本案につきましては、介護保険特別会計の予算を歳入歳出それぞれ２，２０８万

４，０００円増額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１３億９，２７２万円と定めるものでございま

す。 

 内容といたしましては、施設介護、居宅介護サービス計画費、介護予防サービス給付費、介護予防

福祉用具購入費、介護予防住宅改修費、介護予防サービス計画費、特定入所者介護サービス費、高額

介護サービス費を増額し、居宅介護サービス給付費、地域密着型介護サービス給付費、地域密着型介

護予防サービス給付費の減額を計上するものでございます。 

 施設介護サービスが近隣市町村で増加しましたので、当町からの入所者も若干ふえ施設介護サービ

ス費がふえましたが、その反面として居宅介護サービス費が落ち込んでおります。また、地域密着型

サービスは想定した伸びがありませんでした。しかしながら、施設サービスの伸びに伴い特定入所者

介護サービス費、高額介護サービス費も伸び、全体的に給付費の増につながっております。 

 議案第７０号 平成２１年度玉村町下水道事業特別会計補正予算（第４号）について説明申し上げ

ます。本案については、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４３８万８，０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１３億１，６４２万３，０００円とさせていただくものでござ

います。 

 歳入については、繰越金４３８万８，０００円、特定環境保全公共下水道事業債１，７３０万円を

増額し、公共下水道事業債１，７３０万円の減額補正でございます。 

 歳出の主なものとして、公共下水道維持管理費では、職員給与費の給料３，０００円、手当１４万

５，０００円を減額し、共済費７万２，０００円増額するものでございます。 

 公共下水道建設費の職員給与費では、給料１８万９，０００円、共済費２１万８，０００円を増額

し、手当５１万円を減額するものでございます。 

 下水道整備事業費では、公有財産購入費２６３万円を増額し、委託料１６１万４，０００円、工事
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請負費２５０万円、補償費１，１５０万円を減額するものでございます。 

 特定環境保全公共下水道建設費の職員給与費では、給料１６万５，０００円、共済費１８万

４，０００円を増額し、手当９万８，０００円を減額するものでございます。 

 下水道整備事業費では、工事請負費２，４６０万円を増額し、委託料１３０万円、補償費６００万

円を減額するものでございます。 

 また、平成１７年度に導入しました水道情報統合システムが平成２２年３月でリース満了となるた

め、新たに５年リースにより債務負担行為を設定させていただくものでございます。 

 議案第７１号 平成２１年度玉村町水道事業会計補正予算（第１号）について説明申し上げます。

本案につきましては、収益的支出の予定額を５２万６，０００円増額し、総額を５億７，０６１万

２，０００円と定めるものでございます。 

 内容といたしましては、総係費の給料４２万９，０００円、法定福利費５０万３，０００円を増額

し、手当４０万６，０００円の減額補正をするものでございます。 

 また、平成１７年度に導入いたしました水道情報統合システムが平成２２年３月でリース満了とな

るため、新たに５年リースによる債務負担行為を追加補正させていただくものでございます。 

 議案第７２号 平成２１年度玉村町農業共済事業会計補正予算（第１号）についてご説明申し上げ

ます。本案につきましては、本年４月の人事異動に伴いまして、職員数が３人から２人に減ったこと

及び平成２１年８月に提出された人事院勧告に基づき給与等の減額があったことに伴う補正予算でご

ざいます。 

 内容につきましては、業務勘定にかかわるものでございます。平成２１年度玉村町農業共済事業会

計の第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を減額補正するものでございます。 

 まず、収入におきましては建物共済事業勘定からの交付金を５０万円減額し、業務引当金の戻し入

れを５１７万８，０００円減額し、共済事業収益全体では５６７万８，０００円の減額でありまして、

補正後の予算額を６，７１１万４，０００円に改めるものでございます。 

 次に、支出でございますが、一般管理費の人件費を９０１万５，０００円減額し、業務引当金へ

３３７万７，０００円を積み増すものでありまして、共済事業費用全体では５６７万８，０００円の

減額であり、補正後の予算額を６，７１１万４，０００円に改めるものでございます。 

 議案第７３号 平成２１年度玉村町農業共済事業の農作物共済、これは水稲と麦でございます。園

芸施設共済無事戻しについて説明申し上げます。本案につきましては、農作物共済の水稲と麦及び園

芸施設共済加入農家に対し、過去に共済金の支払いを受けていない、または支払いを受けても少額だ

った農家に対し、掛け金の一部を払い戻す制度でございます。 

 農業共済条例第４２条第１項及び第１４１条第１項の規定により、無事戻し金として水稲１０８件、

１８万４，７７９円、麦３件、５万７，９３８円及び園芸施設３８件、４９万７，３５８円、合計１４９件、

７４万７５円を支払いたく議会の議決を求めるものでございます。 
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 議案第７４号及び第７５号の指定管理者の指定について一括提案説明をさせていただきます。玉村

町老人福祉センター及び玉村町障害者福祉施設にかかわる指定管理候補者の選定に当たっては、玉村

町公の施設にかかわる指定管理候補者の指定の手続に関する条例第６条第３項の規定を適用し、去る

１０月２８日に玉村町社会福祉協議会から提出された指定申請書類をもとに、指定管理候補者として

の適格性について審査した結果、現在指定管理者として質の高いサービスを提供し、利用者及び家族

から信頼を得ている玉村町社会福祉協議会を指定管理者として指定することが適当であると認められ

ましたので、ここに提案をさせていただくものであります。 

 なお、指定期間につきましては平成２２年４月１日から平成２７年３月３１日までの５年間とさせ

ていただくものでございます。ご審議の上、ご議決くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

 議案第７６号 指定管理者の指定につき議決を求めることについてご説明申し上げます。玉村町北

部公園については、平成１９年度より指定管理者制度を導入しておりますが、平成２２年３月３１日

をもって３年間の指定期間が満了するため、新たに事業者を広く公募し、応募者の経営基盤、提案内

容等を審査いたしました。審査の結果、施設の管理運営を最も適切に行える事業者を選定いたしまし

たので、玉村町公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関する条例第７条に基づき提案をさせて

いただくものでございます。 

 公の施設の名称は、玉村町北部公園でございます。指定管理者となる団体は、群馬県佐波郡玉村町

大字樋越４６０番地の２、萩原造園土木株式会社で、指定期間は平成２２年４月１日から平成２５年

３月３１日までの３年間でございます。 

ご審議の上、ご議決くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

 以上です。 

◇議長（宇津木治宣君） 以上で１０議案にかかわる提案説明を終了いたします。 

 初めに、日程第７、議案第６７号 平成２１年度玉村町一般会計補正予算（第６号）について、こ

れより本案に対する質疑を求めます。 

 ２番石内國雄議員。 

              〔２番 石内國雄君発言〕 

◇２番（石内國雄君） 石内でございます。一般会計の補正予算の中で人件費の異動があったわけで

すが、その人件費の中に超過勤務手当の関係が、これが予算額の２．３倍、また前年の決算よりもや

っぱり２割増し。補正ですので、１２月から３月まで使用するものだと思うのですが、その期間にこ

れだけの超過勤務を職員のほうに予定しているのかどうか、この算定根拠等をちょっと教えてくださ

い。 

◇議長（宇津木治宣君） 小林総務課長。 

              〔総務課長 小林秀行君発言〕 

◇総務課長（小林秀行君） 超過勤務手当につきましては、当初の予算の立て方で、それぞれ給料月
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額の３％を当初予算に計上しております。そして１２月までは、４月１日に伴います人事異動とか、

そういうものについての調整はしておりません。したがいまして、１２月の補正予算でもって年間の

超過勤務手当の調整をすると、そういうことにしております。そして超過勤務の場合は、今回１２月

のボーナス、こういうもの、それから昨年、１２月から３月までにかかった実績ですか、そういうも

のを含めまして、補正予算として最終的に１２月の補正で調整すると、そういう方法をとっておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

◇議長（宇津木治宣君） ２番石内國雄議員。 

              〔２番 石内國雄君発言〕 

◇２番（石内國雄君） そうしますと当初の予算では、例えば前年の実績とか仕事の内容で、これだ

けは必要ではないかという予算は立てないで、単に３％で立てていたということですね。今回のやつ

でも、そうすると前年よりも２割ぐらい、職員の方がご苦労をこれからされるのだと、また今年度は

されるのだというような見込みで、今回の補正を立てられたということですか。金額的には、補正に

載せた金額が３，６２１万円、一般会計であります。人事院勧告のほうで減った数字に追いつくよう

な、そこまではいきませんけれども、ある程度追いつくような形のものがありまして、ちゃんと職員

の方に仕事を一生懸命していただくことと、それから無理をしていただかないこととか、そういうも

のを考えて、しっかり予算を組むときには超過勤務手当のことについては計算を、試算をしていただ

きたいと思います。その辺のことについて１つ。 

◇議長（宇津木治宣君） 小林総務課長。 

              〔総務課長 小林秀行君発言〕 

◇総務課長（小林秀行君） 年間の仕事の中で、時によって通常の仕事でない仕事というのですか、

例えば定額給付金の事務とか、あるいは昨年で申し上げますと家屋ですか、家屋の全棟調査とか、そ

ういった通常の業務のほかを加えた形の業務が出てまいります。そういう場合は、給与のほかの３節

のところで、やりくりで１２月まではやってくると、そして１２月の補正で、年間の実績を見て最終

調整をすると、そういう形をとっておりますので、若干数字上はちょっと違ったふうに見えるかもし

れませんが、やり方、方法としてはそういうふうなことでやっておりますので、その点ご理解のほど

お願いしたいと思います。 

◇議長（宇津木治宣君） ほかに質疑ありませんか。 

 ５番齊藤嘉和議員。 

              〔５番 齊藤嘉和君発言〕 

◇５番（齊藤嘉和君） ５４ページ、地震防災マップ作成事業のことでちょっとお聞きをしたいので

すけれども、どんな内容のものができるのか、これからということだと思うのですけれども、町内を

見れば、木造の建屋については耐震性能までつくったようなものはないというふうに思うのですけれ

ども、そこら辺も踏まえて震度幾つの場合にどんな倒壊をするのかとか、そんな防災マップが考えら
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れるのかと思うのですけれども、その点について少し聞かせていただきたいと思います。 

◇議長（宇津木治宣君） 横堀都市建設課長。 

              〔都市建設課長 横堀徳寿君発言〕 

◇都市建設課長（横堀徳寿君） 予算書にこのような名前が出たのは、初めてだと思います。 

群馬県では、この耐震マップですか、地震防災マップ、平成１０年のときに県の地震被害想定調査

というのをされております。その中において、各市町村にこのマップを整備しなさいというような指

導等がありました。ですけれども、今年度、２１年度までは調査、そしてマップをつくることは国の

ほうで全額補助をしてくれるという最終年度になってしまったということで、つくることにさせてい

ただきました。 

そのときに、玉村町では県の調査では、三千数戸の木造家屋が危ないでしょうというようなデータ

が出ております。その基準というのは、昭和５６年、阪神の大きな地震がありました。それの前後の

ときに、その前に建てたもの、その後に建てたものとで倒れ方が違ったというデータがありましたの

で、その昭和５６年を境に、その前に建ててある建物等は、税務課のほうの固定資産税の台帳データ

を見ればすぐ出てきます。ですから、そのデータを採用させていただいて、玉村町を５０メーターメ

ッシュに網をかけます、５０メーター間隔で。その中に、昭和５６年以前の耐火構造的なものでない

建物がどのくらいあるかどうかというものを、まずはつくります。それと、もう一つは揺れですね、

これは。あと……揺れですか、地震がもちろん来たときでありますから、玉村町にある公共施設、そ

れとあと送電線等々でボーリングをしております。ですから、その資料を全部提供しまして、いただ

いたりして、それで地震がマグニチュード幾つのときには、玉村町、テレビなんかでよく震度幾つと

いう数字が出ます。ですから、そのデータをもとに、玉村町はどうなのだというようなものをつくり

ます。ですから、その揺れのマップと……揺れやすさのマップです。地震のほうの関係で、揺れやす

さのマップです。それと、今度は危険度マップということで、昭和５６年以前の建物が５０メーター

の中にどのくらいあるかという、その２つの地図をつくる、マップをつくる予定でおります。 

 それに基づきまして、耐震の審査というのは平成１９年から町のほうでもしております。ですから、

その地域に住んで、赤く塗られてきたところで５６年以前の方には、ではつくってみましょうとか、

耐震の構造に少し補強しましょうとか、そういうふうな流れをつくって、診断をしていただいた結果、

改築をする。群馬県内では、その改築するときには、高崎市、前橋市等では最低５０万円ですか、上

限、そのような補助制度までできております。その辺のところは、ことしの夏ごろの上毛新聞さんの

ほうにも載せて、掲載されておりまして、群馬県下では１３の市町村が整備をされているというよう

なことであります。 

 先日、藤岡市のほうの工業系の新聞には載っておりましたけれども、藤岡市でもこの１２月から来

年の３月までに、そのようなマップ、同じものをつくりたいということで、多分今議会１２月では、

県内の市町村ではこの事業に取り組んでいるところが多いのではないかなと思っておりますけれども。 
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◇議長（宇津木治宣君） 齊藤議員。 

              〔５番 齊藤嘉和君発言〕 

◇５番（齊藤嘉和君） これ配付はしないということで聞いているのですけれども、そうするとこれ

の活用方法というのは、赤く塗られた地図内の住宅に耐震補強してくださいよとか、そういうことが

活用方法で、そのほかの活用法というのは別に主だったものはないというか、その活用方法について

お聞きをします。 

◇議長（宇津木治宣君） 横堀都市建設課長。 

              〔都市建設課長 横堀徳寿君発言〕 

◇都市建設課長（横堀徳寿君） とりあえずマップを２００部程度つくる予定です。区長さん等には

配付する予定でおります。もちろん関係の行政機関のところには置くつもりでおりますけれども、区

長さんにお渡ししまして、２５区ありますけれども、それ以外に地区の公民館ありますから、そうい

うところに掲示をしていただいて、耐震診断の普及、そちらのほうへ促すというような方向で考えて

おります。 

◇議長（宇津木治宣君） 齊藤嘉和議員。 

              〔５番 齊藤嘉和君発言〕 

◇５番（齊藤嘉和君） 個々の住宅に対して指導するとか、そういうことは今のところ考えているの

かどうか。 

◇議長（宇津木治宣君） 横堀都市建設課長。 

              〔都市建設課長 横堀徳寿君発言〕 

◇都市建設課長（横堀徳寿君） 特に個々の家庭には配布をしませんので、広報等には掲示、掲載さ

せていただいて、公民館または役場へ来たときに見ていただければというようなことで広報、周知し

ていきたいとは思っております。 

◇議長（宇津木治宣君） ほかに質疑ありませんか。 

 ３番原幹雄議員。 

              〔３番 原 幹雄君発言〕 

◇３番（原 幹雄君） 一般会計の共済組合負担金についてお聞きします。 

 先日の臨時議会では、もとのほうの給与というのですか、水準が下がるということでしたが、見ま

すと軒並み共済組合の負担金が…… 

◇議長（宇津木治宣君） ページ言ってください。ページ。 

              〔３番 原 幹雄君発言〕 

◇３番（原 幹雄君） ページといいますか、各職員給与のところを見ますと軒並みふえているので

すが、この辺の感じはなぜかということなのですが、考えられるのは何か特別なものというのですか、

負担が突然ふえたとか、そんなことなのか、あとは当初例えば見込みが違っていたとか、その辺の原
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因が考えられると思うのですが、この共済組合負担金が軒並み増加している理由というのをお尋ねし

ます。 

◇議長（宇津木治宣君） 小林総務課長。 

              〔総務課長 小林秀行君発言〕 

◇総務課長（小林秀行君） これは、共済組合のほうから毎年来るのですが、ことしの場合は率のア

ップでございます。平成２０年度におきましては、追加費用という名前で来るのですが、１，０００分

の３８．２％が、平成２１年度におきましては１，０００分の５０．２％ということで費用負担がま

いりまして、それに伴いまして、今回４，７００万円余りの追加費用が発生したと、そういうことで

ございますので、毎年追加費用というのはございますので、当初予算で組んだもののほかにこれがか

かると、そういうことになっております。 

◇議長（宇津木治宣君） ３番原幹雄議員。 

              〔３番 原 幹雄君発言〕 

◇３番（原 幹雄君） ということは、これは予算作成段階では、その辺の見込みが立てられないと

いう理解でよろしいのですか。 

◇議長（宇津木治宣君） 小林総務課長。 

              〔総務課長 小林秀行君発言〕 

◇総務課長（小林秀行君） さようでございます。前年の、要するに比率で組んでおりまして、その

年にやはり恩給組合とか、そういう条例に伴いまして追加費用というのが毎年発生してきております。

ですので、当初では見込めないと、そういうことでございます。 

◇議長（宇津木治宣君） ほかに質疑ありませんか。 

 ６番筑井あけみ議員。 

              〔６番 筑井あけみ君発言〕 

◇６番（筑井あけみ君） ３８ページの太陽光発電システム設置整備助成事業でございますが、補助

金１００万円を計上されておりますが、この事業は今年度の新しい事業としてスタートしたと思いま

して、当初３０件の予定で３００万円計上されております。これについては、すべてもう成果が出て

解消されているということなのでしょうか。また、予約とかでお待ちになっている方がいるからここ

で補正をするのかということと、年度末までにこの１００万円で、その内容のほうは解消できるのか

ということをお聞きいたします。 

◇議長（宇津木治宣君） 重田生活環境安全課長。 

              〔生活環境安全課長 重田正典君発言〕 

◇生活環境安全課長（重田正典君） この補助金につきましては、当初３００万円という金額の補助

金を設定したわけでございますが、現在のところ１１月の２０日までに申請件数２９件、執行額とい

たしましては２３５万２，０００円、残がその時点で６４万８，０００円という状況でございます。
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２０日から現在までに、２件程度の申請がさらにありました。 

この太陽光発電の補助金の当初なのですけれども、新しい新築住宅の太陽光発電の設置が主だろう

ということで想定いたしました。しかしながら、玉村町におきましては既存住宅への設置が非常に多

いということでございまして、実際の話としますと新築住宅は現在のところ６件、残りは既存住宅へ

の設置ということで、非常に既存住宅への設置要望が多いということで、このままいきますと３月ま

での間に補助金がなくなるということでございます。システム的に、玉村町は予約受け付けではござ

いません。完成して設置済みの状況になった段階で申請するという形でございますので、この１００万

円で３月まで実施できるかどうかということではございますが、相当数の件数を見ての１００万円補

正ということでご理解願いたいと思います。 

◇議長（宇津木治宣君） ほかに質疑。 

 １５番三友美惠子議員。 

              〔１５番 三友美惠子君発言〕 

◇１５番（三友美惠子君） ５４ページの先ほどの防災マップのことなのですが、先ほどの説明を聞

いておりますと５６年以前の建物ということですが、工作物、ブロック塀とか、そういうことについ

ては調べないのでしょうか。 

◇議長（宇津木治宣君） 横堀都市建設課長。 

              〔都市建設課長 横堀徳寿君発言〕 

◇都市建設課長（横堀徳寿君） 町のデータの中で、建物を中心にということで補助事業の対象にな

っているようでございますので、ブロック塀が昭和５６年以前に建てられたかどうかというのはちょ

っと把握……税金のことで、私詳しくわかりませんので、ブロック塀に固定資産税がかかっているか

どうか、板塀にかかっているかどうか、その辺のこと把握しておりませんので、その辺で理解してい

ただきたいと思いますけれども。 

◇議長（宇津木治宣君） １５番三友美惠子議員。 

              〔１５番 三友美惠子君発言〕 

◇１５番（三友美惠子君） 税金ということを考えれば、補助対象になっていると言えばそうかもし

れませんけれども、本当に防災マップをつくるのであれば、避難とか、そういうことを考えた場合に、

ブロック塀というのが一番危ないと思うのです。かなり危ないブロック塀がそここちらにあります。

そういうことの対策を今後町はどういうふうに考えているか、お聞かせ願います。 

◇議長（宇津木治宣君） 横堀課長。 

              〔都市建設課長 横堀徳寿君発言〕 

◇都市建設課長（横堀徳寿君） 確かに傾いているブロック塀の方の家を見たことがあります。危険

だなとは思っております。ですけれども、とりあえずは国のほうの制度の中でこのマップをつくって、

住んでいる家を中心にということで、その後の段階の話になってくるのかなと思います。その前の段
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階で危ないなというところは、その家庭独自に、自助努力によって改善していただくということを希

望するところでございます。 

◇議長（宇津木治宣君） ほかに質疑ありませんか。 

 １番笠原則孝議員。 

              〔１番 笠原則孝君発言〕 

◇１番（笠原則孝君） それでは、新型インフルエンザ対策、こちらで１，０００万円ほど補正が組

まれたと思うのですが、現在相当インフルエンザで学校等閉鎖になっていると思うのですが、補助金

をこれだけ出してどのぐらいの児童が予防できるか、ちょっとお聞かせ願いたいのですが。 

◇議長（宇津木治宣君） 松本健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 松本恭明君発言〕 

◇健康福祉課長（松本恭明君） この新型インフルエンザ対策事業の委託料と補助金ですけれども、

学校の児童のための対策ではございませんで、これについては低所得世帯の者に関して、その接種費

用を助成しましょうという、そういうものでございます。 

玉村町で言えば、伊勢崎の医師会と代理受領契約というようなものを結びまして、接種をするわけ

ですけれども、それについて低所得者、つまり住民税非課税世帯で、なおかつ優先順位に入っていな

いとだめなわけなのですけれども、その優先順位というのは、基礎疾患のある人、あるいは妊婦さん、

幼児、小学校低学年等々の、まずはそういった枠に入っていて、しかも住民税の非課税世帯の方につ

いては補助をしましょうということで、１回目が３，６００円、また２回打たなくてはならないとこ

ろについては、そのほかに２，５５０円ということで、委託料、あるいは補助金というようなことで

補正をさせていただいたのですけれども、この下の補助金というのは、伊勢崎佐波医師会以外のとこ

ろでインフルエンザワクチンを接種した場合には、一たんお金を払ってきていただいて、後ほど償還

払いをしてお支払いすると、そういうふうな感じのものが補助金というような形で別枠になっており

ます。 

 以上でございます。 

◇議長（宇津木治宣君） １番笠原則孝議員。 

              〔１番 笠原則孝君発言〕 

◇１番（笠原則孝君） では、座ったままでいいですか。 

◇議長（宇津木治宣君） だめです。 

              〔１番 笠原則孝君発言〕 

◇１番（笠原則孝君） それでは、この１回目３，６００円の負担ですか、これは普通の人はお支払

いしなくてはならなくて、生活保護世帯は要らないということですか。 

◇議長（宇津木治宣君） 松本課長。 

              〔健康福祉課長 松本恭明君発言〕 



－20－ 

◇健康福祉課長（松本恭明君） まず、先ほど申しました優先順位というのがあるのですけれども、

その優先順位に入っている方、この方たちが最初に受けられるということで、これ以外の健康な方と

いうのは、今のところいつ受けられるかどうかわかりませんということでございます。そういった方

については、１回目３，６００円というようなことでお金がかかります。 

ここで計上させているものについては、町のほうで全額これ予算を見ているのですけれども、この

予算については後ほど国のほうから２分の１補助金が来ます。それから、県のほうから４分の１来ま

す。市町村の町も４分の１出すのですけれども、市町村負担分については、特別地方交付税によりま

す地方財政措置がなされる予定ということで今のところはなっております。 

 以上です。 

◇議長（宇津木治宣君） １番笠原則孝議員。 

              〔１番 笠原則孝君発言〕 

◇１番（笠原則孝君） はい、わかりました。 

 それでは、やはり…… 

◇議長（宇津木治宣君） 立って話してください。 

              〔１番 笠原則孝君発言〕 

◇１番（笠原則孝君） それでは、やはりこれ皆さんがかからないようにしなくてはならないので、

私が言ったとおりうがいを一生懸命して、なるべくかからないようにして負担を少なくするように努

めたいと思います。 

 以上です。 

◇議長（宇津木治宣君） 要望でいいですね。 

              〔１番 笠原則孝君発言〕 

◇１番（笠原則孝君） いいです。 

◇議長（宇津木治宣君） １１番村田安男議員。 

              〔１１番 村田安男君発言〕 

◇１１番（村田安男君） 農林水産事業費の関係でございます。 

４５ページ、松くい虫防除事業の関係でございますけれども、昨年も約七、八百万円の金額が使わ

れたということで私は記憶しております。当時の関係については、伐採本数１２６本、そしてアンプ

ル注入についても、３７５本アンプル注入したというような話を伺っております。この３７５本とい

うのは、あそこにあるすべての松についてはアンプル注入をしたというような記憶なのですけれども、

いずれにしましても、だめなものは切る、そして予防措置としてのアンプル注入をやったわけでござ

いますけれども、実際問題やったにもかかわらず、また木が枯れてしまったと。これは、当然それは

人間の病気でも、一生懸命治療しても治らないものもあろうかと思います。その過程の中での結果で

すから、やむを得ない話だと思いますけれども、ことしもこういうことで、去年のあの時点でも、こ
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れで大丈夫なのかいと、もし発生したらどうするのだいと、その裏づけというのはとってあるのかい

というような話も話題として上がった経過がございますけれども、いずれにしましてもこのような金

額がかかるということで、今後の見通し、特にまだまだことしも来年もこういうような状況が続くの

かどうか、そしてどういう形で今後この松林を維持、管理していくのか、方向づけというものがもし

おわかりになりましたら、聞かせていただきたいと思います。 

◇議長（宇津木治宣君） 高井経済産業課長。 

              〔経済産業課長 高井弘仁君発言〕 

◇経済産業課長（高井弘仁君） 昨年、議員がおっしゃるように１２６本処分しまして、伐採で焼却

処分しました。３７５本につきまして、アンプルを注入しました。アンプルにつきましては、１度そ

の木の中に入ってしまったものについてその後アンプルを注入したのでは、結果的にはその木につい

ては枯れてしまうというようなことでございまして、たまたま昨年アンプルを注入したときに虫が入

っていたのですけれども、枯れなかった木が、今年度になりまして枯れてきてしまったというものが

４２本あるというふうにご理解いただければというふうに思います。 

 なお、アンプルを注入したからといって、完全にこれが予防できるかというものではございません

ので、その中ですり抜けてしまったものも、この４２本の中にはあるのではないかというふうに思っ

ております。 

 それから、今後の見通しということでございますが、基本的には昨年大分一生懸命アンプル注入等

もしましたので、今後の見通しとしては大分鎮静化するのではないかというふうに考えておりますが、

地区としましては角渕地区と宇貫地区のほうですか、あちらのほうでございますので、これからもし

かするとそれが少し東のほうに広がっていくとかという心配はしておるのですが、その辺は気をつけ

ながら見て、できるだけ早い手だてをしていきたいというふうに考えております。 

◇議長（宇津木治宣君） １１番村田安男議員。 

              〔１１番 村田安男君発言〕 

◇１１番（村田安男君） １，０００万円からの金というような表現にもなろうかと思いますけれど

も、私はあのところを３回ぐらい、昨年夏以降、中へ入って現地を見ながら、玉村町にとっては本当

に財産として、あれをつくるのには５０年以上の年月がかかっているわけです。ですから、少しぐら

い金かけても結構ですから、しっかりした目標を定めてやっていただきたい。なかなかこの周辺には

あれだけの松林はございません。ですから、使うところには使う。そして、きちんと多く、けちった

りしないで、失礼しました。多く予算を削るような話ではなくて、使うところにはきっちり使って、

しっかりした松林をつくっていただきたい。本当に町の財産として、私はこの松林はすごいなという

ことで感心しているところでございますので、ぜひそういう目標を設定して、管理、維持をしていた

だきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

◇議長（宇津木治宣君） 高井課長。 
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              〔経済産業課長 高井弘仁君発言〕 

◇経済産業課長（高井弘仁君） おっしゃるとおりだと思っておりますので、できる限りその辺をし

っかり管理していきたいというふうに思います。 

◇議長（宇津木治宣君） ほかに質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） 質疑終了と認めることにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決いたしました。 

 日程第８、議案第６８号 平成２１年度玉村町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について、

これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 
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 よって、本案は原案のとおり可決いたしました。 

 日程第９、議案第６９号 平成２１年度玉村町介護保険特別会計補正予算（第２号）について、こ

れより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決いたしました。 

 日程第１０、議案第７０号 平成２１年度玉村町下水道事業特別会計補正予算（第４号）について、

これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決いたしました。 
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 日程第１１、議案第７１号 平成２１年度玉村町水道事業会計補正予算（第１号）について、これ

より本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決いたしました。 

 日程第１２、議案第７２号 平成２１年度玉村町農業共済事業会計補正予算（第１号）について、

これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決いたしました。 

 日程第１３、議案第７３号 平成２１年度玉村町農業共済事業の農作物共済（水稲・麦）・園芸施
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設共済無事戻しについて、これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決いたしました。 

 日程第１４、議案第７４号 指定管理者の指定につき議決を求めることについて（玉村町老人福祉

センター）、これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決いたしました。 

 日程第１５、議案第７５号 指定管理者の指定につき議決を求めることについて（玉村町障害者福

祉施設）、これより本案に対する質疑を求めます。 
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              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決いたしました。 

 日程第１６、議案第７６号 指定管理者の指定につき議決を求めることについて（玉村町北部公園）、

これより本案に対する質疑を求めます。 

 １１番村田安男議員。 

              〔１１番 村田安男君発言〕 

◇１１番（村田安男君） 大変立派な管理をしているということで、私も拝見しております。 

 この審査結果及び選定理由の中に、丸々で萩原造園以下の名前が記載になっておりませんけれども、

これは公開の中では我々も閲覧できるのですか、どうですか、その辺ちょっとお伺いします。 

◇議長（宇津木治宣君） 横堀都市建設課長。 

              〔都市建設課長 横堀徳寿君発言〕 

◇都市建設課長（横堀徳寿君） この審査会の流れなのですけれども、準備等におきまして政策推進

室、総務課のほうで、そちらのほうで募集をしていただいて、審査等をしていただいて、業者が決ま

りましたということで私のほうへ来たものですから、実を言うと私のほうも、どなたが呼ばれたかわ

かっていないというのが。この丸でついているところの業者を知りたいということですね、閲覧。 

              〔１１番 村田安男君発言〕 

◇１１番（村田安男君） そういうことです。 

              〔都市建設課長 横堀徳寿君発言〕 

◇都市建設課長（横堀徳寿君） そういうことですよね。 

                                         

◇議長（宇津木治宣君） ちょっと休憩します。 
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   午前１０時１２分休憩 

                                         

   午前１０時１３分再開 

◇議長（宇津木治宣君） 再開します。 

                                         

◇議長（宇津木治宣君） 小林総務課長。 

              〔総務課長 小林秀行君発言〕 

◇総務課長（小林秀行君） 審査結果の閲覧については、参考資料にございます丸の部分、これは閲

覧できるということでご理解いただきたいと思います。 

◇議長（宇津木治宣君） ほかに質疑。 

１１番村田安男議員。 

              〔１１番 村田安男君発言〕 

◇１１番（村田安男君） その中で、これは順序で３、提案事項等の審査で、審査日程で第１回、第

２回とございますけれども、選考委員会というのがございますね。この選考委員会のリストというも

のも閲覧できるのですか、名簿は入っておりますか、名前は。お伺いします。 

◇議長（宇津木治宣君） 小林総務課長。 

              〔総務課長 小林秀行君発言〕 

◇総務課長（小林秀行君） 選定委員会の委員につきましては、６人おります。そして、学識経験を

有する者が２名、そして副町長が委員長でございます。そして、あとは総務課長、私。それから、総

務課の課長補佐、財政係長と総務課の契約管財係長、この６名が審査会の審査委員でございます。 

◇議長（宇津木治宣君） １１番村田安男議員。 

              〔１１番 村田安男君発言〕 

◇１１番（村田安男君） この選考委員の選定については、当然これは町長の選任だと思いますけれ

ども、そういう確認でよろしいわけですよね。 

◇議長（宇津木治宣君） 小林総務課長。 

              〔総務課長 小林秀行君発言〕 

◇総務課長（小林秀行君） この設置要綱というのがございまして、その中で学識経験を有する者２人

以上ということでございまして、そのほか１０人以内で組織すると、町長が選任すると、そういうこ

とでございます。 

◇議長（宇津木治宣君） ほかに質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 
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◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（宇津木治宣君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決しました。 

                                         

◇議長（宇津木治宣君） 休憩いたします。１０時３０分に再開をいたします。 

   午前１０時１５分休憩 

                                         

   午前１０時３０分再開 

◇議長（宇津木治宣君） 再開いたします。 

                      ◇                        

〇日程第１７ 一般質問 

◇議長（宇津木治宣君） 日程第１７、一般質問を行います。 

 一般質問の通告がありますので、順次発言を許します。 

                                         

一  般  質  問  表 

                           平成２１年玉村町議会第４回定例会 

順序 質     問     事     項 質 問 者 

１ 
 
１．玉村町はどう進むか 
２．サッカーグラウンドの開放を求めます 

柳 沢 浩 一 
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順序 質     問     事     項 質 問 者 

２ 
 
 
 
 

１．小・中学校の給食費半額に 
２．保育所の保育料を無料に 
３．悩み事相談室の設置について 
４．ドクターヘリについて 
５．安心ほっとメールについて 

浅 見 武 志 
 
 
 
 

 
３ 
 

 
１．第５次総合計画について 
 

 
島 田 榮 一 
 

４ 
 
 
 

１．新型インフルエンザ対策 
２．下水道計画区域の見直し（普及率） 
３．通学路の安全対策 
４．エコ対策 

髙 橋 茂 樹 
 
 
 

５ 
 
 
 

１．新年度予算の編成方針と、国の政権交代による町への影響につい 
て 

２．山ノ内町から提供された町民の森の活用方法について 
３．町道１０３号線の交通量緩和策について 

齊 藤 嘉 和 
 
 
 

６ 
 
 
 
 
 

１．玉村町経営改革町民会議からの意見書に対する対応について問う 
２．物流総合効率化法により指定された区域に関する今後の対応につ 
  いて問う 
３．物産館（直売所）の設置は町の座りのいい場所に 
４．教員免許更新制による教育現場の影響について問う 
５．この８年間の教育の到達点と今後の課題についての見解を問う 

石 川 眞 男 
 
 
 
 
 

７ 
 
１．各種の収納率の実態について 
２．農村環境対策について 

村 田 安 男 
 

８ 
 
 

１．政治とカネの問題全般について 
２．雇用対策について 
３．なぜ玉村町のゴミ袋は他市町村より価格が高いか 

笠 原 則 孝 
 
 

９ 
 
１．道路行政について 
２．町からの情報伝達について 

石 内 國 雄 
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順序 質     問     事     項 質 問 者 

10 
 
 
 

１．行政ゾーン形成と勤労者センター存続の方向性を問う 
２．今後まちづくり交付金事業の継続を求む 
３．入札制度の改革を求む 
４．住民主体の公園管理の体制作りを求む 

三 友 美惠子 
 
 
 

11 
 
 
 
 

１．県民人口の減少に伴う処理場の規模縮小と、公園移転終止をはっ 
きりと町民に示せ 

２．新型インフルエンザの感染状況と、学校・授業への影響と対策を 
問う 

３．町議会議員選挙での投票率が、毎回、低くなっている。原因は何 
か 

備前島 久仁子 
 
 
 
 

12 
 
 
 
 

１．平成２２年度予算編成はどうなる 
２．教育委員会の在り方は現状でよいか 
３．前橋南インター以南、玉村・新町間連結道路（仮称）新橋の早期 

建設は 
４．北部公園内と周辺の安全対策は万全か 

筑 井 あけみ 
 
 
 
 

13 
 
 
 

１．まちづくり交付金を活用した事業について 
２．行政評価制度について 
３．高崎・玉村スマートインターチェンジについて 
４．橋に防犯カメラの設置を進めよ 

原   幹 雄 
 
 
 

14 
 
 
 

１．貫井町政の今後の考え方について 
２．地域住民の活力を引き出す施策を 
３．スマートインター及び広域幹線道路について 
４．山ノ内町の玉村町町民の森について 

川 端 宏 和 
 
 
 

15 
 
１．平成２２年度予算編成の基本的考え方について 
２．新教育基本法に基づく教育について 

町 田 宗 宏 
 

                                         

◇議長（宇津木治宣君） 初めに、４番柳沢浩一議員の発言を許します。 

              〔４番 柳沢浩一君登壇〕 

◇４番（柳沢浩一君） 議席番号４番柳沢浩一でございます。図らずもトップバッターということに

なってしまいましたけれども、通告に従いまして質問させていただきたいと思います。 

 １０月４日、私たちも厳しい町議選を経て、きょうこの場に立たせていただいておるわけでござい

ますけれども、その１６人の新議員による新しい構成の議会がスタートいたしまして初の定例の本会
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議でありますから、まず私としては町を知り、そしてまた町民の皆さんを理解するとともに、町長の

町政に対する基本的な考え方等について十分に知ることが、私の議員としてのまず第一歩であろうと

いうふうに考えております。そうした観点から、いろいろと質問させていただきます。 

 今までも、きょうのお話の中でもありましたけれども、リーマンショックに端を発した未曾有の不

況の真っただ中であり、さらに民主党が衆議院選においては大勝いたしましたけれども、いまだ景気

の回復にはほど遠く、それどころか、さらなる悪化さえ懸念をされているところであります。そんな

中、９月議会において承認された玉村町の平成２０年度ですか、歳入歳出決算の内容については、総

じて各指標が大変よい結果だというふうに私も見たところであります。 

 さて、私に限らずだと思いますけれども、さきの町議選において、多くのいろいろな考え方を持つ

町民の皆様にお会いをしてきました。そして、多くの方からいろんなご意見をいただいた。素朴で率

直な質問として、まず玉村町はこのままで大丈夫なのかい、あるいはこのままでやっていけるのでし

ょうかと、そういう非常に率直なご意見をいただきました。まず、冒頭ですけれども、この質問を町

長にお尋ねしたいと思います。 

 私は、ちなみにこのことについては、財政の各指標を見る限り大丈夫だというふうに思っておりま

す。また、当面も大丈夫だろうというふうに認識をしておるところでありますけれども、自主財源、

公債費、町としての貯蓄、財政力指数等についても、非常に健全性を示しているのかなというふうに

思っております。しかしながら、多くの町民の皆さんは、そういう中にもかかわらず歳出に対する窮

屈感というか、硬直化というものを敏感に受け止めているというか、感じているようでございます。

決算の内容はいいのだけれども、町民の皆さんに我慢をしていただいている、わずかな支援も打ち切

る、あるいは補助金等についても半減をするというふうな状況もあるわけでございます。この辺につ

いては、町民の皆さんのそうした直感というものをどう町長お酌み取りいただけるか、お答えを願い

たいと思います。 

 さて、次に、玉村町においては依然として合併に対する問題が、潜在的には底流に流れているとい

うふうに私は思っております。これは、貫井町長の２期目の町長選はもちろんですけれども、今回の

町議選を見ても、その辺のことについては、だれ言わずとして十分にうかがえるところではなかろう

かというふうに思いますけれども、町民の意識の底流には、明確に合併問題が存在をするということ

がはっきりと言えるのではなかろうかと思います。その点について町長のお考えというか、どう認識

されているかということについてお尋ねをしたいと思います。 

 さて、次にもう一点、周辺市町との交流という観点から、かつては佐波郡下４町村と伊勢崎市とと

もに広域圏を形成して密接な交流があり、医療、防災、共済など共同の事業も手がけ、互いの人事交

流もあり切磋琢磨してきた。現在は郡下１町となり、非常にその後、旧佐波、伊勢崎市との交流もほ

ぼ途絶の状態なのかなというふうに、私はその間議員でもおりませんでしたから、そんな感じも持っ

ておりましたけれども、例えば人事の交流なんかでも、周辺市と今どんなことをされているのか、あ
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るいはされていないのか、その辺についてもひとつお聞きをしておきたい。ただ、お断りをしておき

たいのですけれども、私はまた広域圏の時代に戻りたいと思っているわけでも、なつかしんでいるわ

けでもない、いわゆる山ノ内町と密接な交流をしていますけれども、周辺市との交流をやっぱり普通

に、当たり前にできるような、そういう玉村町であってほしいというふうに願っておるところであり

ます。この件については以上でございますが、もう一点だけ地域的な問題として、上陽にあります北

部公園についてちょっとお尋ねしておきたい。 

北部公園に隣接をするサッカーグラウンドは、大変立派な全面芝のグラウンドがあります。これ非

常に地域の皆さんは、あそこへ入ってみたいなと思いながらも、横目で見ながら歩いて通り過ぎると

いうのが実情でありまして、週末は、夏場においては時折いろいろ使用されて、サッカーに使用され

ております。非常に全面芝の貴重なグラウンドであるというふうには、私も理解をしております。し

かしながら、もう少し利用の頻度を上げる、あるいは簡単なキャッチボールができる、グラウンドゴ

ルフもできる、それは芝の状況を見ながらですけれども、そういうことができないか、お尋ねをした

いと思います。 

 以上お尋ねをしまして、第１の質問を終わらせていただきます。 

◇議長（宇津木治宣君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君登壇〕 

◇町長（貫井孝道君） ４番柳沢浩一議員の質問にお答えいたします。 

 きょうは、傍聴人の皆さんが初日からたくさん来ていただきまして、ありがとうございます。我々

の大先輩が目の前にいるので、緊張しております。 

 まず、第１の質問で、玉村町は今後どういうふうに進んでいくかということと、合併等についてど

う考えているかということでございます。私は、合併については町民の皆さんの考え方は、本当に多

種多様であると、一言で言えば十人十色であるという考えでおります。そういうふうに認識している

つもりでございます。しかるに、玉村町は自律を選択いたしました。こういう中で、私は町民の皆さ

んが一丸となって、この新しい玉村町づくりに邁進をしていただけると確信をしております。 

 私は、いろんな場所でいろんな人から、この玉村町に対する期待、注目をしているという言葉など

を受けております。一言で言いますと、他の町村の見本になっている。玉村町が見本であるという、

町村の本当の、私は先頭を走っているリーダー的存在であるという考えでおります。職員にもそのこ

とは常々、この玉村町は他の町村から見れば一挙手一投足、玉村町の動きを見ている、見本にしてい

るということを申し上げております。それだけに、佐波郡で１町になりました玉村町の責任の重さと

いうのを十分に感じておりますし、今後とも玉村町の行動、考え方、いろんな面で責任がある町であ

るという解釈で認識をしております。 

 そのためには、これから玉村町が一番しなくてはいけないということは、私はこの周辺の市町村と

の関係でございます。先ほど柳沢議員が申されたとおり、人事交流を含めいろんな面で周辺の市町村
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との良好な関係を保っていくというのが、私はこの町の基本であると同時に、その良好な関係のため

に町長がいかにその責任を果たすかというのを認識して、町長として今後行動していくというつもり

でおります。ですから、今まで以上に、１町になったわけでございますから、積極的に周辺市町村と

の交流、協力関係を強めながら、この玉村町という地域の住民の皆さんが住みよい生活環境をつくる、

地域社会を構築する努力をしていかなければならないと考えているわけでございます。その先頭にな

って責務を果たしていく所存でございますので、よろしくお願い申し上げます。 

 続きまして、次の質問でサッカーグラウンドの開放についてでございます。北部公園の全面オープ

ンは平成１８年でした。サッカー場は平成１４年に完成し、平成１５年より町民の皆さんにご利用を

いただいております。当時サッカーは全国的に人気がありまして、町内にもいろんなサッカーチーム

ができたのですけれども、町内にはサッカーグラウンドがなく、少年サッカーをするグラウンドがあ

る程度でございましたので、中学生以上の皆さんが十二分にサッカーができる、試合ができるという

サッカー場が必要であるということから、北部公園にサッカー場が建設をされたわけでございます。 

このサッカー場は、芝は天然芝でございます。大変良好な管理がされていることから、サッカー利

用者には大変喜ばれております。今柳沢議員が申されたとおり、一般の人がなかなか使えないという

不便さはございましたけれども、私も少年サッカーなどの大会に呼ばれていきますけれども、子供た

ちが本当に、このサッカー場でサッカーができるということに喜びを感じているような表情でサッカ

ーの試合をしております。 

当初利用に関していろんな制限をしておりましたが、ことしの５月にサッカー協会より、少し規制

を緩和してほしいという提案がありまして、当初完成をしたときは、芝を大事にすると、芝を張るた

めに芝の根つきまでは大事にするということで非常にいろんな細かい制約をしていたのですけれども、

もう既に一定の年月がたったわけでございますので、少し規制を緩めたらいかがということで、こと

しよりかなりの面で規制を緩めました。芝の状態も大変落ちつきましたので、今度は雨の日でもサッ

カーができるというような形で可能とし、利用期間や利用時間についても緩和をしております。 

今議員がおっしゃったとおり、サッカーの試合のないときの利用方法ということで提案があったわ

けでございますけれども、芝の管理の面から、全くのただ開放をするということだけでは非常に難し

い、芝を維持するために、それはちょっとできないのではないかなというのが現在の考え方でござい

ます。また、サッカー場利用時は、管理人が１名サッカー場周辺に常駐し、サッカー場の利用状況を

確認しておりますが、これを一般に開放しますと、これは不適切な利用と言われていますけれども、

例えば自転車でサッカー場に入ったり、ペットを連れて入ったりというようなことが出てくるという

ことで、その辺を考えるとサッカー場の一般利用というのは、今後まだまだ細かいところを検討しな

いとなかなか難しいのかなと。有効活用に対しては、全くの開放ではなくグラウンドゴルフの団体、

責任の所在が明確にできる団体等に利用していただくような形にとどまると考えております。 

現在グラウンドゴルフでのサッカー場利用については、指定管理者と検討を始めておりますが、サ
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ッカー場利用時には料金が発生することから、グラウンドゴルフの利用の際の料金徴収や時間の問題、

申請方法などについて一応管理者とは協議をしておりますけれども、幾つかの問題点がありますので、

すぐに開放ということにはならないのでございますけれども、大変すばらしいサッカー場があります

ので、これを大勢の町民の皆さんに利用していただき、玉村町のモットーであります一人一スポーツ

の原点に戻っての利用というものがあれば検討していきたいと思いますので、ご理解をしていただき

たいと思います。 

以上です。 

◇議長（宇津木治宣君） ４番柳沢浩一議員。 

              〔４番 柳沢浩一君発言〕 

◇４番（柳沢浩一君） 私の質問が具体性に欠けたのか、町長のお答えも非常に総花的で、サッカー

グラウンドについては別といたしまして、最初のお答えは大分総花的で、焦点が絞れない内容だった

というふうに私は思いますが、そうしますと私も若干具体的にいろいろお聞きしなければならないな

というふうに思うわけですけれども、町長は自律をかねてから言ってきたし、今の認識も自律はでき

ている、これからも自律していくというふうな認識だと思いますが、その点だけちょっと簡単に一言。 

◇議長（宇津木治宣君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君発言〕 

◇町長（貫井孝道君） 私の認識もそのような認識でございます。今後も、自律をしてまちづくりを

していくという方針でございます。 

◇議長（宇津木治宣君） 柳沢議員。 

              〔４番 柳沢浩一君発言〕 

◇４番（柳沢浩一君） それは、私も結構なことだというふうには思いますけれども、リーマンプラ

ス今度はドバイのショックで、来年度の予算はどう組めるか非常に不透明な部分もあるというふうな

中で、玉村町はここ数年非常にいい数字を残しているというふうに、私も随分ブランクがありました

ので、ちょっと不透明な部分あるのですけれども、私が認識していたころは財政力指数でいうと

０．７２かそこらだったのですが、気がついたら０．８で、随分よくなったなというふうに思ってい

るのですが、これは何か、担当の方で結構ですが、その辺に寄与した財政的な部分があるのですか。 

◇議長（宇津木治宣君） 小林総務課長。 

              〔総務課長 小林秀行君発言〕 

◇総務課長（小林秀行君） 平成１９年度から、いわゆる国税から地方のほうにという財源の移譲が

ありました。それによって、ある程度１９年度からは財政力指数とか、そういうものも上がってきて

いると思います。 

町税に関しましては、昨年まではそんなに大きな変化はありません。２０年度の決算資料で申し上

げますと、町税は１８年度から４２億円、それから１９年度は４９億円、それから２０年度も４９億
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円と、こういう流れで来ています。安定的な歳入が確保できていると思います。ただし、２１年度に

つきましては、先ほど柳沢議員が申し上げましたようなリーマンショックとか、そういうものがあり

ますので、ちょっと不透明な部分がありますが、そんなに大幅にというのですか、極端に落ちること

はないのではないかというふうには考えております。 

◇議長（宇津木治宣君） 柳沢議員。 

              〔４番 柳沢浩一君発言〕 

◇４番（柳沢浩一君） そういう大変恵まれた状況だということは、多くの皆さんが認識していると

ころかもしれませんが、私は自律の条件とすると、玉村町は幸か不幸か周辺を群馬県を代表する３つ

の大きな都市に囲まれているわけですから、そこにいろんな行政のサービス、いろんな政策、あるい

は子育てから介護から保険から、さまざまな状況、特に今で言えば生活困窮者等に対する画期的な対

応等、そうしたことで３市にまさるとも劣らないような、あるいは３市にない誇るべき対応、政策が

できて初めて合併問題も鎮静化をするし、玉村町は自律だというふうに言えるのではないかと思うの

ですが、どうですか。 

◇議長（宇津木治宣君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君発言〕 

◇町長（貫井孝道君） 行政というのは非常に幅が広いものですから、この周辺３市との比較という

のは、いろんな面で比較がございます。 

まず、玉村町の今の力というのは、若い人が多いというのが玉村町の力でございます。ですから、

これから高齢化社会に入っていきますから、この辺に玉村町がどう対応していくかというのが、これ

からの課題ではないかなと思っております。周りの市との、いろんな面で比較がございますけれども、

大きい市は大きいなりの問題がありますし、小さい市は小さいなりの問題、また町は町としての問題

がある。ですから、必ずしもあそこがいいからあそこへ行こうとか、ここがいいからここへ行こうと

かということではなくて、やはり玉村町としての存在感というのですか、玉村町としてのよさという

のを我々が一つ一つつくり上げていくというところが、玉村町でよいというものではないかなと私は

考えております。 

そんなところで、数字的には今の段階では、周りの市町村には決して劣らない数字を出しておりま

すけれども、これは我々の先人の皆さんの努力、そしてそれを引き継ぐ我々の努力、これを我々は後

世に残す努力をしなくてはいけないかなと考えております。 

◇議長（宇津木治宣君） 柳沢議員。 

              〔４番 柳沢浩一君発言〕 

◇４番（柳沢浩一君） 数字のいいのは結構なことで、ご同慶の至りというふうに思いますけれども、

やっぱり町民の皆さんは、先ほど私が最初の質問で言ったとおり、歳出に対する窮屈感、あるいは硬

直化というものを感じていますよね。町長がどう思われているかわかりませんけれども、特に行政と
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いうか、区の役職を経た方、あるいは団体の代表等の方にお目にかかると、二言目には金がないよと

言われるのだよというふうな話も時折伺います。そういう意味で、財政が硬直化しつつあるという、

それは固定費、あるいは経常経費というか、その辺との兼ね合いだと思うのですが、町長認識され、

認めない。 

◇議長（宇津木治宣君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君発言〕 

◇町長（貫井孝道君） 経常収支比率は上がっております。市町村ではトップクラスだし、これは高

くないほうがいいのですけれども、ほぼ市と同じ程度の、昨年度は９６％ぐらいの経常収支比率にな

っていると。ただ、金があるないというのは、金を使う使わないということになると思いますけれど

も、私は職員に常々話しているのは、これいいから金を使うということはないと。世の中のことわざ

で、「勝ってかぶとの緒を締めろ」という言葉がありますけれども、私はいいときほど無駄をなくす

ために努力をしなさいという方針でございます。ですから、決して玉村町は、いいよ金をどんどん出

すよという、そういう町政はしていませんので、今後とも数字がよくなっても、ある意味ではけちだ

よねという、そういうような財政運営というのをしていかなければ、私は財政がもたなくなると考え

ております。 

◇議長（宇津木治宣君） 柳沢議員。 

              〔４番 柳沢浩一君発言〕 

◇４番（柳沢浩一君） そういうことで、これからもしっかり財布のひもを締めてやるのだというふ

うな町長のお話で、決して硬直化はしていないのだというふうに理解していいのですか。 

そうなると、貫井町長の今まで５年間、既に５年、足かけ６年でしょうか、６年目でしょうかね。

それはいずれにしても、今まで町長が５年も町長をやってきた玉村町の、そういう中で貫井町長だか

らやれた、玉村町だからやれた自負すべき何か事業、ご記憶にありますか。 

◇議長（宇津木治宣君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君発言〕 

◇町長（貫井孝道君） 非常に難しい問題です。急に言われても、私は行政というのは、これをやっ

た、あれをやったという、そういう私があれつくりました、これをやりましたというのが行政のトッ

プの仕事ではないと思っているのです。玉村町に住んでいる皆さんが生活をしている中で、何とはな

しに玉村町はいいところだよね、いろんな面で我々は生活が安定していますよねという、そういう感

じを受けるときというのが、私はそのときは、私のほらを吹けるときかなと思っています。 

ですから、今柳沢議員さんから何をしたと言われても、あれをしました、これをしましたと、それ

は私の力ではありませんし、議会の皆さんの理解もあったし、応援もあったし、職員が一生懸命やっ

てくれたからそういうことができたのであって、決して私の力ではないし、私が何をしたというのは、

私は余り言うあれがないのですけれども。ただ、皆さんが安全、安心で気持ちよく生活ができる、住
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民の皆さんが生活できるということ、そのために今我々役場の職員を筆頭にして行政マンとして、去

年も満足度調査をしたのですけれども、皆さんが生活にどのくらい玉村町の町民として満足をしてい

ますかということは、常に頭の中に入れて行政運営をしているというのが現実でございますので、そ

の辺で理解をしていただきたいと思います。 

◇議長（宇津木治宣君） 柳沢議員。 

              〔４番 柳沢浩一君発言〕 

◇４番（柳沢浩一君） 私も感じるところ、貫井町政の１つの特色、特徴は、これは私は決して非難

するのではないです。今自らお認めのとおり、あれをやった、これをやったというのはないというふ

うに言われているわけですから。１つは、やっぱり無駄なものをつくらなかったということは、私は

貫井は何にもやらなかったということではなくて、町民の皆さんは、特に町長が何をやった、議員が

何をやった、橋かけた、道路をつくった、何をやったと形のあるものに対して期待をするし、評価を

しているわけですからね、ある意味。ですから、随分町長も町議選も経験をされておりますが、私も

今回の町議選は大変厳しい選挙だったなというふうに思っておりますけれども、町民の中には、辛ら

つなことを申し上げるけれども、貫井町長は何にもやらない、何にもやってくれないという、そうい

うご意見もあるのです。 

ですから、私は先ほど言ったとおり、そういう町民の皆さんに、私はそのことに対してどういう意

味ですかと細かい話は聞かなかったけれども、きょうは特に私が選挙中に経験した中から質問を差し

上げているわけで、ですから……それでも私は、その有権者や町民の皆さんを隠れみのにして質問を

するつもりはないので、今言っていることは私も思っていることだというふうにご理解をしていただ

いて結構ですが、町民の皆さんにはそういう形の見えない、そういう形の見える、そういう何らかの

ハードな事業を期待している向きもありますが、それをもって貫井は何にもやらない、町長は何にも

してくれないというご意見だってありますよということをお知らせしますけれども、ご感想を。 

◇議長（宇津木治宣君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君発言〕 

◇町長（貫井孝道君） 私もそれは聞いています。町民の皆さんから、おまえ何にもしないではない

かという話は聞いておりますし、それに対して反論は、大きな反論はない。もちろん皆さんの感じて

いるとおりでございますので、町長というのはそういうものではないかなと。ただ、今考えまして、

柳沢議員に言われて何をしたと、私が１つだけ言わせていただければ、町の安全、安心なまちづくり

に、私は町長になってから全力で努力してきたなと。それは、結果は皆さんが評価してくれるのです

けれども、貫井が町長になって一生懸命やったというのは、私が今言えるとすれば、そのことは安全、

安心のまちづくりを一生懸命してきたということだけは言えるのかなと思います。 

 あとは、町長というのはもう批判をされるのは商売でございますので、それほど批判されても気に

しないと言ってはまずいのですけれども、気にはしますけれども、それを改善しようという努力はし



－38－ 

ますけれども、先ほど言いました６年町長をやっていますと、その辺が相当図太くなることは確かで

ございます。 

◇議長（宇津木治宣君） 柳沢議員。 

              〔４番 柳沢浩一君発言〕 

◇４番（柳沢浩一君） いやいや、それは大いに図太くなっていただいても結構だと思うのです。そ

ういう無駄な金を使うような事業には手を染めなかったと、これは貫井町長の１つの大きな功績の一

つだろうというふうに評価をするし、私が辛らつに申し上げてしまいましたけれども、何にもしない

というのもご自身の耳にも入っているというふうなお話で、大変率直なお答えをいただいたかなとい

うふうに思っております。 

 では、率直ついでにもう一点、これは申し上げようかどうか迷っていたのですけれども、貫井町長

も気にしないタイプだから、私もあえて言わせていただこうかなというふうに思うわけですが、話は

前後して申しわけないが、さきの衆議院選挙では、町長は笹川議員を懸命に応援し、東奔西走、懸命

に頑張っていた。残念ながら落選をしました。しかし、その後の上毛新聞の各県内市町に対するアン

ケートの中で、最も民主党寄りのアンケート結果を出したのが前橋市の市長だけれども、ベストスリ

ーぐらいに入るお答えだったなと。お耳に入っていますか、それとご感想を。 

◇議長（宇津木治宣君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君発言〕 

◇町長（貫井孝道君） 私は、笹川尭さんは個人的に尊敬していました。非常に人間的にすばらしい

人だと思っておりますし、また玉村町にとっても大変協力をしていただきまして、自民党総務会長と

いう立場を利用して協力をしていただきまして、町長とすればもう本当にありがたかったということ

で、この選挙は義理を果たすためにも、笹川尭代議士を応援いたしました。選挙が終わりまして、自

民党政権が負けて、新しく民主党連立政権ができたわけでございます。 

そうしますと、まだ先が全然見えないわけでございますから、ただあのアンケートの中で、新しい

政権に期待をするかということだと思うのです。それに私が丸をつけたということで、多分そういう、

ああ、もう貫井は民主党になってしまったのかというようなあれだと思うのですけれども、やはり首

長としますと、これは玉村町の利益を考えますと、私は賢明な選択であったなと、こう考えておりま

す。 

 笹川さんに対しては、その話もしました。笹川さんも、おれも今後は玉村町に対しては、今までと

同じように応援するからなという返事もいただきましたし、私も、笹川さんは人間的に私は尊敬して

おりましたので、そんな形になったわけでございますけれども、首長というのは、これという余り一

つに凝り固まるというのはよくないなと思いますけれども、笹川さんに対しては、そんな形で大変お

世話になったということで、男の義理を果たしたということで理解をしていただきたいなと思います。 

◇議長（宇津木治宣君） 柳沢議員。 
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              〔４番 柳沢浩一君発言〕 

◇４番（柳沢浩一君） 玉村町のトップリーダーが、義理を果たすためにという理由でというのもい

かがなものかというふうに思わなくもありませんけれども、その点については、後のアンケートにつ

いてもそうですけれども、大変率直なお答えだったなと思います。そういう意味で、その点について

は、ただ矛盾する部分はどうしてもあるので、お答えと、その支持した関係との。これを別々に考え

れば別に何の問題もない、笹川さんを支持しようがだれしようが問題ない、民主党のことをどうお答

えしようが問題ないのだけれども、この２つをあわせると、やっぱりその姿勢に対して整合性に欠け

る部分がどうしても出てくると。これは、言われても仕方ない部分かなと。これも私が考えたのでは

なくて、支持者の方からどういうことだと言われたので、いや、でもおれもそう思っていますから、

支持者が言ったのだとは言いません。私もそう思っています。それはお伝えをしておきたいというふ

うに思います。 

 もう若干、あとこの件については１問ほどいただいて。町長はよく、町長に限らずあれですよね、

もとというか、渡辺前町長もそんなことを言っていましたけれども、玉村町の合併は、かつて高崎市、

前橋市が合併するだとか、県央都市構想だとか、１００万都市構想だとか、いろんなそういったあれ

があった。あるいは、最近では道州制なんていう、そういう議論も浮上してきた中で、そのときに合

併問題を考えればいいのだというふうに貫井町長発言されているのを聞いたことありますが、私はこ

れは、既に絵にかいたもちだというふうに思うのです。ですから、もうこんな前橋市と高崎市が合併

するなんて１００年たっても実現しない、まして県央都市構想だとか１００万都市構想とか道州制に

ついても、自民党がポシャってどうなるか全く先はわからない。そういう中で、そのときに合併を、

この考え方は、町長撤回をしてください。そして、新たに玉村町は独立独歩、孤高を守りながら、周

辺市との交流を重ねながら玉村町は１人でもやっていくのだという決意を一つ。 

◇議長（宇津木治宣君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君発言〕 

◇町長（貫井孝道君） 合併については、私が先ほど述べたように本当に十人十色、みんな考え方が

違っています。いろんな人に会っても、いろんな意見が出てきます。 

今議員がおっしゃったとおり、今は玉村町は自律を宣言して、自律のまちづくりをしているわけで

ございますので、ただ政府は、道州制にまだ進んでいます。いろんな方から話を聞きますと、道州制

にはなるという話でございます。先日も、原富夫県議会議長の話をお伺いしましたら、６年ぐらいを

目安に道州制になるだろうという話でございました。そのとき原議員は、道州制になったときの州都

は伊勢崎市だと言っておりました。そのように、みんな考え方が、私はばらばらではないかなと思い

ます。群馬県議会議長が言っていることですから、まるっきり絵そらごとではない、ある程度の方針

の中から私は言っているのだなと思って聞いておりました。 

そんな形でございますので、非常にこの辺については流動的でございますから、その先を読むとい
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うのが我々の仕事でもありますし、先を読んで間違うと困りますし、その先を読むのを間違わないよ

うに、どう情報収集をするかというのが我々の大事な仕事の一つでございます。その辺で、いろいろ

と情報を得ながら、今後も皆様方と意見を交わしながら進んでいきたいと思いますので、その辺で理

解をしていただきたいと思います。 

◇議長（宇津木治宣君） 柳沢議員。 

              〔４番 柳沢浩一君発言〕 

◇４番（柳沢浩一君） 時間も大分経過しているので、もう一点だけ、この関連でお伺いしておきた

い。山ノ内町との交流は大変結構ですよね。お互いに何の過去のいきさつもないし、しがらみもない

し、交流すればするほどいい気分になるのです、お互いに。こんないい交流はないです。このことを

どうこうということでなくて、山ノ内町は山ノ内町で大いに交流を進めていただきたい、そう思いま

す。しかしながら、忘れてならないのは先ほど私も申し上げたとおり、議会レベルでは高崎市の議会

との交流も計画をされております。伊勢崎市ともコンタクトをとりました。前橋市は、今いろいろ諸

問題があってちょっと途絶をしている状況ですけれども、玉村町としても周辺市との密接な交流に心

がけていただきたいなというふうに、一言だけ。 

◇議長（宇津木治宣君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君発言〕 

◇町長（貫井孝道君） もうそれはもちろんでございます。周辺市との交流は、今まで以上にやって

いきたいと思います。ただ、今までは、いろいろ申し込んだのですけれども、相手方が合併問題とか

いろんな問題で、もうちょっと待ってくれというのが今までの返事でございました。今後はもっと進

んでいくと思います。 

◇議長（宇津木治宣君） 柳沢議員。 

              〔４番 柳沢浩一君発言〕 

◇４番（柳沢浩一君） この問題については、以上で締めたいと思いますが、上陽のサッカーグラウ

ンドの問題ですが、いずれにしても、どう考えても一般の方には理解できない、芝の養生の難しさと

大切さは。そういう中で、いかにも年間を通して、これから１１月の１５日からかな、来年の５月ま

では芝の休止期間だから一切使わないと、使わせないという、こういうあれは理解できないのです。

それを十分に広報して、町民の皆さんに理解をしていただいたと、その上であれでしたらいいけれど

も、皆さんはそうは思っていない。あんなにあいているのに、年じゅうあいているではないかと、そ

ういうご意見をたくさんいただいたの、今回も。ですから、芝の管理の難しさは、私は指定管理者の

社長にもお目にかかっていろいろ話を聞いてきました。ですから、芝の管理の難しさということにつ

いては、いろいろと勉強もさせていただきましたけれども、それでもその辺を勘案しても、もう少し

グラウンドゴルフでも、先ほどお答えの中でもだめだと言っていましたけれども、とんでもないわけ

で、いわゆるテスト的にでも、週に１度ぐらい使ってみてくださいと、これは使わないほうがいいに
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決まっています。担当の方でも結構ですが、どうぞ。 

◇議長（宇津木治宣君） 横堀都市計画課長。 

              〔都市建設課長 横堀徳寿君発言〕 

◇都市建設課長（横堀徳寿君） 先ほど町長の答弁、難しいという、検討する必要があると考えてお

りますということで閉じております。 

 私も都市計の課長、運動場を預かるのは多分１５年、１４年から、この立場で答弁した課長が五、

六人いるかと思います、人がかわって。その当時から、行政のほうの職員も柳沢議員さんの言われる

ような気持ちでいたのですけれども、芝の養生ということで、公式戦に使えるようにというふうな判

断の中で、養生していたと思います。環境のいい中で、サッカーを愛する子供たちの育成のためにと

いうことが本筋であったのかなと思います。ですけれども、先ほど認定いただきました、承認いただ

きました指定管理者の萩原さんですか、ことしの今月ですか、苦肉にも４日の日ですか、上陽地区の

グラウンドゴルフの役員さんに寄っていただいて、試験的にやってみたいというようなことでチャレ

ンジをするというような考えであります。芝の管理、指定管理者の萩原さんが、サッカー場として支

障のないように、公式戦をしてもいつでも対応できるという、そのシーズン中を管理するという仕事

を持っていますから、その間でも、またシーズンオフになったこの時期がいいのかなと思います。春

先よりも、この時期のほうがいいのかなと思いますけれども、事務局的には試験的に上陽地区の方に

していただいてみて、芝の管理がどうだというのを見ていただければいいのかなと思っています。 

 また、質問者が幾つか競技を挙げていただきましたジョギング、散歩、キャッチボール、グラウン

ドゴルフ、これらに共通するものとしまして、特定の場所で競技をするということなのです。サッカ

ーは、全面を両チームの方が走り回っています、フルに。ですけれども、グラウンドゴルフはコース

を設定しますと、そこのところを何百人という方が、大きい大会であれば通ります。そして、キャッ

チボールも相向かいで球を投げっこしますから、特定の場所にスパイクを履いて位置します。それと、

ジョギングは外周をぐるぐる、ぐるぐる芝の中を走りますから、縁がやられます。それと、散歩も同

じです。ですから、芝の管理としましては、全面平らに走り回ってくれる競技であればいいのではな

いかなと思いますけれども、野球なんかも投げるピッチャーの場所はポジション決まって、打つ場所

決まりますから、そういうふうな固定をして一部だけを集中的にいじめるという、そういうのを嫌っ

て、あの管理で開放しづらいということがあります。ですから、指定管理者である萩原造園さんのほ

うの今度の新しい試み、今度の４日の日は議会中なので、見に行くことできないのですけれども、そ

のときにコースを毎回変えて、位置を変えたりして全面使える方法にしてやるとか、そういうふうな

ことも試みるかどうかわかりませんけれども、そのような形でしてみて統計とってもらったらどうか

なと思うところです。 

それとまた、それがうまくいけば各地区に、町内に五、六カ所グラウンドゴルフ場あります。角渕

に一番大きいのがあり、上陽の学校の跡にありますけれども、町の大会は角渕でしていますから、そ
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ういうものを固定したあの場所でやれば、いつもそこに日ごろ行っている方にすればなれたグラウン

ドですから、優勝するチームも当然回数出てきますけれども、年に１度だけ無鉄砲にその場所、この

サッカー場を開放すれば、初めてみんなやる機会ですから平等の中で腕を競えるという、そんなおも

しろさも出てくるから、その辺のところも事務局としてはサッカー場の開放の一部として試みたらど

うかなというようなことも考えていきたいと思っております。 

◇議長（宇津木治宣君） 柳沢議員。 

              〔４番 柳沢浩一君発言〕 

◇４番（柳沢浩一君） 芝の難しさというのは、私も十分認識をしておるところなのですけれども、

いかんせんどうしたって稼働率でとらえられることは、これは町のシステムとしては、これはやむを

得ないのです。私も勉強不足ですけれども、９時から、ナイターを使えば９時半ぐらいまでかな、時

期にはナイターがなくて６時までぐらいだったでしょうか。それを時間でとらえるか、あるいは使っ

た日数でとらえるかによって稼働率は大きく変動するのですが、いずれにしても非常に低いことは確

かなので、今やっている事業仕分け流に言えば、何だこれはと、廃止だ縮減だという話にもなりかね

ない話ですが、いずれにしてもあそこをもう少し有効に使うような、宝の持ち腐れにならないような

方向性というものを町長の最終的な決断を持って、一つ試験的にでも試していただきたいなというふ

うに思うわけです。この件については、以上お願いをしたいというふうに思います。 

 以上で終わりますけれども、いずれにしても……来年度、もう予算の編成が始まっているのかどう

かわかりませんけれども、いずれにしても前例踏襲でない、今この時期、これだけのリーマンプラス

中東からのショックも加わって、日本の失業率が５．何％だと言っていますけれども、実質は８いく

か９いくかわからないぐらいの、そういった非常に厳しい状況もあるし、自殺者だって３万人といっ

ているけれども、失敗して未遂の人はその１０倍いるのだそうですから、３０万、３５万、４０万ぐ

らいの人がそうした厳しい状況にある。しかも、その多くは生活の困窮に基づくものだという、そう

いうデータもあるわけですから、玉村町としてその辺のセーフティーネットとまでは言いませんが、

できる限りのそうしたことに対する手当のお願いをして、私の質問を終わらせていただきます。 

 ありがとうございました。 

◇議長（宇津木治宣君） 続けてやりたいと思いますけれども、いいですね。 

              〔「はい」の声あり〕 

                                         

◇議長（宇津木治宣君） 次に、１３番浅見武志議員の発言を許します。 

              〔１３番 浅見武志君登壇〕 

◇１３番（浅見武志君） １３番浅見武志です。それでは、一般質問通告書のとおり順次質問させて

いただきます。 

 １つ目の小・中学校の給食費半額について。子育て支援の一環として、１世帯の同時就学児２人目
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以降の給食費を半額にしてはどうか。 

 ２つ目の保育所の保育料を無料について。子育て支援の一環として、２人以上保育所に同時入所し

ている場合は、２人目以降は保育料を無料にしてはどうか。 

 ３つ目の悩み事相談室の設置について。法律相談、高齢者のための相談、家庭児童・女性相談、い

じめ相談などの相談室を一本化して開設してはどうか。 

 ４つ目のドクターヘリについて。①、３月議会の一般質問でランデブーポイントの増設の検討はど

のように行われたのか。②、伊勢崎消防本部と協議を何回くらい行われたのか。③、町の中心部にも

１つランデブーポイントをつくりたいと町長答弁ではありましたが、どのようになりましたか。 

 ５つ目の安心ほっとメールについて。６月議会の一般質問で、町長答弁では費用対効果なども考え

今後検討していくとなっておりますが、どのように検討されましたか。また、結果はどのようになり

ましたか。 

 以上をもちまして、私の１回目の質問を終わります。 

◇議長（宇津木治宣君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君登壇〕 

◇町長（貫井孝道君） １３番浅見武志議員の質問にお答えいたします。 

 まず初めに、子育て支援の一環として、１世帯の同時就学児２人目以降の給食費を半額にしてはど

うかという質問でございます。少子高齢化が進む現下の情勢を大変憂慮しているところであります。

少子対策としての子育て支援は、大変重要であると認識をしております。当町の学校給食は、安全で

おいしい給食の供給に努めております。昨年度は、学校給食用物資の高騰により、県内の多数の市町

で給食費の値上げがありました。当町では、さまざまな工夫により値上げをしない努力をしておりま

す。瓶牛乳の一部や米飯炊飯委託料を町が負担しているところでもあります。その結果、県内で最も

安い給食費となっております。今後も保護者負担の軽減をこのように継続していきたいと考えており

ます。そういう状況でございますので、ご理解をしていただきたいと思います。 

 続きまして、保育所の保育料無料化についてでございます。まず、県内の保育料無料化の状況につ

いて申し上げますと、前橋市や高崎市においては同一世帯において３人以上の子供を養育している場

合には、第３子以降の児童にかかる保育料は無料としております。また、他市町村では、玉村町と同

じく３人同時に保育所に入所している場合には、第３子以降を無料としております。 

 浅見議員ご質問の子育て支援の一環としての２人以上保育所に入所している場合は、２人目以降は

保育料を無料にしてはいかがかというご質問ですが、本年９月の定例会において保育料の件で一般質

問がなされましたが、国において検討されている子ども手当の今後の動向を見守る中で検討してまい

りたいとお答えいたしましたが、今後新たな判断材料として考えなければならないものとして、議員

ご承知かと思いますが、平成２０年度決算において示された財政指数の中で、経常収支比率が前年度

に対して５ポイント上昇したという財政の硬直化が、先ほど柳沢議員からも指摘されましたけれども、
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財政の硬直化が進んでいるということでございます。健全化の観点からも、行政全般を再度見直した

中で議員ご質問の件について、この件については今後検討してまいりたいと考えております。 

 続きまして、法律相談、高齢者のための相談、家庭児童・女性相談、いじめ電話相談などの相談室

を一本化して開設してはどうかという質問にお答えいたします。町では、玉村町社会福祉協議会に委

託し、心配事相談事業を実施しております。生活全般にわたる心配事の相談を人権擁護委員、民生・

児童委員、行政相談員が相談員となり、毎月５のつく日、すなわち５日、１５日、２５日の３回実施

しております。その中で、初日、最初の５日の日には町の顧問弁護士も同席をし、法律関係等専門的

な相談にも対応しております。毎月１０件ほどの相談があり、その多くは離婚問題や財産に関する法

律相談で、続いて健康、医療の相談の順になっています。 

 また、心配事相談以外でも、内容に応じて役場の関係課で相談に応じています。例えば子供のＤⅤ

に関することは子ども育成課、差別やＤⅤ等の人権に関することは総務課政策推進室、多重債務等に

関することは経済産業課商工労働係で、生活困窮に関することは健康福祉課社会福祉係などで対応し

ております。心配事や悩み事の種類は多岐に及び、その内容に応じて関係する課が相談に応じていま

すので、相談窓口は、それぞれが今の段階では機能していると考えています。役場で解決ができない

ような問題が起きたときは、県の関係機関や法テラスを紹介するケースもあります。 

 このように多岐にわたる相談窓口を一本化し、相談室を設置することは、専門的知識のある職員の

配置、法律の専門家である弁護士を常駐させる必要があり、職員の定数管理、経費等の面においても

十分に今後検討する必要があると考えております。 

 続きまして、ドクターヘリについての質問でございます。本年３月議会の一般質問で、ランデブー

ポイントの増設の検討はどのようにされたのかとのことについてお答えいたします。本県のドクター

ヘリにつきましては、本年２月から運用が開始されております。玉村町のドクターヘリが離着陸でき

るランデブーポイントは、当初は総合運動公園と東部スポーツ広場の２カ所と報告をいたしました。

現在３月議会時に申請中と聞いておりました北部公園が加わり、ランデブーポイントは計３カ所によ

る運用となっております。 

 当町での出動ランデブーについては、７月に総合運動公園で１件、１０月に北部公園で１件が記録

されております。ランデブーポイントについては、けがや病気の方を運んできた救急車と基地病院、

これは、基地病院とは前橋日赤病院でございます。前橋日赤病院から飛んできたドクターヘリが安全

に落ち合うためにあらかじめ決めておく臨時発着場のことであり、救急隊が現場到着後、応急処置を

施し、ランデブーポイントまで緊急搬送を行い、ドクターヘリの医師に引き継ぐことになります。迅

速に救急医療を開始するためには的確な引き継ぎが必要であり、早く安全に引き継ぐためには、ラン

デブーポイントの周囲に人がいないこと、土ぼこり等が立たないこと等も、面積や周囲の建築物の高

さ等の基準に加え重要な条件となり、当町においては実用的な現状の３カ所による場所が一番適切と

考えております。また、町内ではありませんが、当町と隣接する前橋市下阿内町地内に群馬ヘリポー
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トもあり、円滑に患者等をドクターヘリに引き継げる当地域のランデブーポイントの一つと考えてお

ります。 

 なお、増設については、今年度伊勢崎市消防本部が各消防署に意向調査を行い、増設予定地につい

て検討を行うとのことで消防署と研究をしております。 

 次に、伊勢崎市消防本部と協議を何回ぐらい行われたかについてですが、伊勢崎市消防本部とはラ

ンデブーポイント指定の市本部としての考え方を確認するとともに、本年７月にあった一般負傷によ

るランデブーや、１０月にありました交通事故負傷でのドクターヘリとのランデブーの後に消防署か

らの現状報告を受けるとともに、その都度消防支援隊の行動検証や、ランデブーポイントとしての適

正等について消防署とともに検討をしております。 

 もう一つ議員質問の、町の中心部にランデブーポイントをつくりたいとの答弁でありましたが、そ

の後についての質問にお答えいたします。ランデブーポイントとしての必要条件の面積等では学校の

校庭が考えられますが、消防支援隊による生徒等の安全確認や、土ぼこりの対策に相当な時間を要す

ると考えられます。周囲から人がいなくなり、十分な放水により受け入れられる安全な体制が整うま

では、ドクターヘリが上空待機を強いられ、離着陸場としてのベストな条件とは言えないと考えられ

ます。これは学校の校庭でございます。町中心部での確保が難しい状況であり、現時点では現在の３カ

所が最善な場所であると考えております。しかしながら、ドクターヘリを運用する目的は、人命を第

一に考え、より速やかに救命医療を開始できる体制づくりであると考えております。今後も、離着陸

場の条件を満たせる場所があれば、玉村消防署や伊勢崎市消防本部と研究、協議を進めていきたいと

考えておりますので、ご理解をしていただきたと思います。 

 続きまして、安心ほっとメールの導入につきましてお答えいたします。安心ほっとメールの導入に

つきましては、費用対効果なども考えどのように検討されたか、結果はどのようになったかとの質問

ですが、高崎市では発信する各情報につきまして、各担当課が情報を収集し、発信する体制をとって

いるとのことであります。当町におきましても、高崎市と同様な体制で行うことがよいのではないか

と考えておりますが、情報の収集方法やいつまで情報を発信できるか、さらに職員体制を整えるなど、

十分検討しなくてはならないと考えられます。また、高崎市では登録者が市職員を含め１万

４，０００人で、市全体の約３．８％であり、決して多いとは言えない状況であります。当町におい

ても、どの程度登録していただけるかの判断が難しい状況であり、現状ではまだ結果が出ておりませ

ん。いずれにいたしましても、今後も引き続き検討してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

◇議長（宇津木治宣君） １３番浅見武志議員。 

              〔１３番 浅見武志君発言〕 

◇１３番（浅見武志君） 自席より２回目の質問をいたします。 

 去る３月の町田議員のときにも、給食費と保育料の減額についてという形で質問があったと思われ
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ます。そのとき町の給食費の金額につきましては、学校給食検討委員会で検討しているので、給食費

の値段は適正であると、減額する考えは今のところないと言われておりました。今小学校の給食費、

年間どのくらいかというと、私が調べたところ小学校が３万９，６００円、中学校が４万６，２００円、

中学校３年生に関しましては３月１３日卒業のため、４万４，５００円の価格となっております。町

田議員が、経済不況で１０％ぐらい町長引けないかねと言われたときの後に、こういった質問が出た

ときの検討は各課でなさったのですか。 

◇議長（宇津木治宣君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君発言〕 

◇町長（貫井孝道君） この問題については、教育委員会のほうでしていますので、教育長のほうか

ら説明いたします。 

◇議長（宇津木治宣君） 浅見議員。 

              〔１３番 浅見武志君発言〕 

◇１３番（浅見武志君） この給食費に関しては、学校給食委員会のほうで検討されたものを教育委

員会で検討して適正な値段を決めるだけで、この給食費の、例えば安くするとかなんとかという検討

は、教育委員会ではできないと聞いております。ただ、これは政治的に、瓶牛乳に関しても、それか

ら米飯についても、町長の手腕でそれを負担しているわけですから、これは教育長の答えることでは

なく町長の政治手腕だと思いますので、町長に答弁をお願いしたいと思います。 

◇議長（宇津木治宣君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君発言〕 

◇町長（貫井孝道君） 検討を教育委員会でしたので、その検討の結果を報告します。 

◇議長（宇津木治宣君） 川端学校教育課長。 

              〔学校教育課長 川端洋一君発言〕 

◇学校教育課長（川端洋一君） 教育委員会での学校給食費の改定についての検討でございますが、

一昨年から食材の急騰ということで、現在の供給している給食、おいしいと評判でございますが、そ

の給食を供給するには限界があるということで、値上げも検討しなければならないというような状況

の中で、給食センターの運営委員会等でも議論していただきましたが、できる限り値上げしないよう

な方向で運営してもらえないかという中で、先ほど町長答弁の中にはございましたが、給食センター

のほうでも大変工夫をしております。それで値上げ分をうまく消化いたしまして、値上げしないで現

在来ている状況でございます。 

食材費は保護者が負担するということでございますが、その中で先ほど瓶牛乳の一部、それから米

飯炊飯委託料については町が負担していただいておりますので、給食費の値上げに転嫁せずにやって

いけるということで、できるだけ値上げしないような経営努力をしたいというふうに教育委員会のほ

うでは進めております。 
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 以上です。 

◇議長（宇津木治宣君） 浅見武志議員。 

              〔１３番 浅見武志君発言〕 

◇１３番（浅見武志君） 質問内容をちょっと変えてみたいと思います。 

 給食費の今滞納は、２０年度と２１年度現在の数値を学校教育課長にちょっと聞きたいのですが。 

◇議長（宇津木治宣君） 川端学校教育課長。 

              〔学校教育課長 川端洋一君発言〕 

◇学校教育課長（川端洋一君） ２０年度単年度で申し上げますと、２０年度の出納閉鎖したときの

単年度の滞納金額が２８１万８，５４３円、これに対する滞納者の人数でございますが、１３４人で

ございます。これは、２０年度単年度分の滞納ということになります。 

 平成２１年度、今年度は４月から１０月までですが、現年度ですので、未納金額といっております

が、１０月までの未納金額が２６８万４０２円です。未納者の数が２１１人。これにつきましては、

例えば１０月分を口座引き落としができなかったということで１カ月だけ未納の方もおりますので、

２１１人という多い人数が出ております。 

 現状は以上でございます。 

◇議長（宇津木治宣君） 浅見武志議員。 

              〔１３番 浅見武志君発言〕 

◇１３番（浅見武志君） 現状、町長この給食費の値段の改定とか、そういったものに関しては学校

給食委員会が制定をし、教育委員会が認証をしていると。私が言いたいのは、これだけ今厳しい時代

の中で、給食費を今聞いたら滞納者の人数と金額が大分ふえている、それだけ今子育てをしている人

たちが厳しい状況である。町田議員が３月に指摘した、経済不況の対策の一環として、町長の手腕で

減額をしたらどうだという検討を、３月に一般質問をしていると思います。そのときから９カ月たっ

て、現在大分子育て支援だとかの手当の３万６，０００円がなくなったりだとか、民主党のところは

来年の６月にはお金を２万６，０００円ですか、くれるとか、そういった話がありますが、現状今子

育てしている人たちが厳しい中で、どこに町長が手当をするかだと思います。 

前にも町長は、いろいろしていると思います。去年の暮れには会社のほうが大変だということで、

そういった商工会に対する手当を行ったり、それからその後にはトクトク商品券、こういったトクト

ク商品券を出しまして、１万円買うと２，０００円得するというトクトク商品券、これ５，０００セ

ット、商工会のほうで販売をいたしました。対象者の方が何人買いに来たかというと、１，２４５人

の方が求めてきました。それは何でわかったかというと、申込書に金額を書いてありますので、私は

５万円買いたいだとか、３万円買いたい、２万円買いたいという人が１，２４５名、大体１，２５０名、

そうすると１人単価で計算しますと４万円の２割ですから、４万８，０００円分の価値があるお金で

す。ただ、これを買える人は中流家庭の方、本当にこの４万円も、買いたいのだけれども、４万円の
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余裕がないという方からいろいろなお問い合わせが来ています。こういう１，０００万円も手当をす

るのに、これを買った方よりも厳しい方というのが本当に玉村町にはたくさんいるのです。 

私もいろいろ、先ほど柳沢議員よりも選挙で回ってみて、本当に生活が厳しいと、子供を預けて共

稼ぎに行っても手当が少なく、だんなの給料は下がっていくばかり、もうデフレ状態で、安いものを

買いに行けばどんどん、どんどんデフレが起きていく、その中で子供を２人抱えてどういうふうにし

て生活をしていったらいいかと悩んでいる方はたくさんいます。だから、子供を２人預けて働かなけ

れば食っていけないのですよと、でなければもう玉村町を出て実家に帰るしかないとか、そういった

方々で人口も減っている方たくさんいます、町長。こういうときに町長の手腕で、先ほども町長は言

っていましたよね、玉村町が先頭を走っていると。先頭を走っている玉村町だったら、安中市では子

育て応援特別手当３万６，０００円がなくなったので、市単独で半額相当の１万８，０００円を支給

するといっています。先ほど町長は、玉村町は市並みの財政力だと言っておりました。県内で初めて

安中市がそういうことを行っております。その中で、私が先ほど言っております保育料の無料、無料

といいましても２人目、２人子供がいる人は本当に大変なのです。それから、小学校、中学校へ２人

子供が行っていると、給食費は中学生の男の子と小学生の男の子がいれば８万円の上払っているわけ

です。それを多少なりとも町長の政治手腕で安くならないかという質問です。町長、お答えお願いし

ます。 

◇議長（宇津木治宣君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君発言〕 

◇町長（貫井孝道君） 給食代金というのは、給食費で賄うというのが基本なのです。瓶牛乳のとき

には、給食費を上げないということで、上げない分として瓶牛乳の補助と、おいしい牛乳を子供たち

に飲ませたいということで、瓶牛乳の補助ということで、町でその増額分は負担したわけでございま

す。 

経済のバランスというのがありまして、確かにその分も安くなれば、それは私は、少子化問題は大

変大事でございますし、安くなった人はありがたがるということはわかっています。ただ、経済には

バランスというのがありまして、これもあれもマイナス、マイナスということにすればやっていける

というものではございません。ですから、最低限の負担というのは皆さんにしていただかなければな

らないし、特に一般会計からこのものを出すときには、町民全体の皆さんがそれに恩恵をこうむるよ

うな形のものが非常にいいわけです。ある一部の人がその恩恵をこうむるというのは、余り好ましく

ないというのが現状でございますけれども、これは子供のことですから、浅見議員さんが言われるこ

とは十分私も理解はできます。理解はできますけれども、経済を担当する者にとっては、非常にその

辺の判断が難しいところでございまして、瓶牛乳、そして米飯については町の補助ということで、先

ほど局長のほうから言ったように値上げをしないでしのいでいこうということで、町とすればその辺

までは出していくというのが今までの形でした。ですから、県下でも玉村町の給食費は安いです。ほ



－49－ 

かの周りの市町村から比べるとずっと安いですし、来年からは子ども手当というのがどういうふうな

形で出るかわかりませんけれども、一応子ども手当というものが出るということで進んでおりますか

ら、その辺を見きわめながら検討課題とさせていただきたいと思います。 

◇議長（宇津木治宣君） 浅見議員。 

              〔１３番 浅見武志君発言〕 

◇１３番（浅見武志君） 私も本当にわかるのです。町長の厳しい立場もわかる。でも、私たちは住

民の代表として選ばれてきた人間ですから、それなりのやっぱり町民からのそういった厳しい声を町

に伝えて、行政が今何をしなければならないかを検討するのが町長と執行だと思います。 

先ほど町長は柳沢議員のときに、玉村町が先頭を走っている町だと豪語したではないですか。それ

から、玉村町は２０年度の決算認定でも、収支決算は４億４，０３７万２，９９０円の黒字、まだそ

れだけならいいのだけれども、そのほかに２億４，０００万円を財政調整基金へ積み立てと、そうい

ったのが９月の広報で回ってきました。玉村町はお金が本当にあるのだったら、子供のそういった給

食費の半額、私の言っている半額の必要予算は、私がざっと計算して給食費の対象者は、２人同日中

学校に行っていて、小学校に行っている方と言われているのは３６％、必要予算は大体２，８００万

円、それから保育所の無料については、同日就学の場合は第３子目は無料ですよね、これは前々回関

口議員さんがやって私もよく知っております。だけれども、本当に２人いる人は大変なのだよという

中で私が考えたのは、その対象者は全体の１８％、必要予算は約１，３６０万円ぐらいとの試算が出

ております。そうしますと大体４，０００万円ですよね。４，０００万円といったら、この間皆さん

の給料下がったというのがちょうど４，０００万円かなと。そのくらいで、町長がもうちょっと考え

ていただくとか、あとはその人たちだけ２人以上というのではなく、子供１人に対して給食費１万円

の補助をしましょうとか、そういった政治的な手腕があればいいのではないかと私は考えています。

例えば４，５００人の子供がいるわけですから、１人１万円、給食費を滞納している人はいいですよ、

全額払った方には１万円の補助を出しましょうと町長が一言言えば、この一般質問すぐ終わってしま

うのですが、よろしくお願いいたします。 

◇議長（宇津木治宣君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君発言〕 

◇町長（貫井孝道君） こういう数字というのは、あるから出す、ないから出さないという、そうい

うことではないのです。町が、財政が厳しくて出せないから出さないということではなくて、別にあ

るから、またでは出すというものではない。やっぱり必要度というのがありまして、予算を立てると

きに、その必要度の重いものから予算を立てていくわけでございますけれども、決して私は子育ての

ために、子供たち、少子化の時代に、その金の必要度が低いということではないのです。ただ、玉村

町の状況というのは先ほど申したとおり、県下でも給食費は決して高くない、低いレベルであります。

それは、もう十分にお母さん方もわかっています。でも、下げるということを言えば一時的には、今
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政治的判断と言いましたけれども、下げてもらった人は喜びます。だけれども、我々の立場というの

は、では喜んでもらえるから選挙が近いから下げようとかと、そういうことで選挙前になったらあれ

も下げます、これも下げますという、そういうことでは、これは私は町の政治はやっていけないので

はないかなと思っております。 

ですから、この給食費については、私は自信を持って玉村町の給食費は安いのですよと、ほかのと

ころよりはおいしい瓶牛乳、東毛酪農の低温殺菌をした瓶牛乳などは、多分全国でもそんなに飲んで

いるところはないのではないかなというぐらい私はおいしいと思う。だから、私も時たま給食センタ

ーへ行って、その瓶牛乳を飲ませてもらっています、私牛乳好きなものですから。本当は役場でもと

るかという話もあるのですけれども、職員で金出し合ってとろうではないかという話もあるのですけ

れども、本当においしいし、子供にとっては大変いい給食だなと思っております。 

浅見議員さんの給食費の値下げについての答えにならないと思うのですけれども、これについては、

決して今の段階、この世間の情勢ですから、値上げはしないように頑張っていこうということでござ

いますし、滞納もありますけれども、滞納をできるだけ減らすように担当は努力しておりますし、来

年からは子ども手当というのが一つ言われておりますので、その辺の流れを見ながら少子化対策をし

ていきたいなと思っております。 

◇議長（宇津木治宣君） 浅見議員。 

              〔１３番 浅見武志君発言〕 

◇１３番（浅見武志君） 玉村町には定額給付金５億６，０００万円が、ほとんどの方がもらったと

思います。でも、お金でくれてしまうと、何か貯金したり口座引き落としで、私もそのとき総務常任

委員長やっていましたから、５億６，０００万円もらって経済効果があったかというと、そんなに私

はなかったと思います。ほとんどの方が、もらったお金をよそで使ってくれたりとか、玉村町で飲食

をしたりだとか、いろいろすれば経済効果はあるけれども、ほとんど通帳に入って引き落とし、子供

の分は親がとってしまい引き落とし、そういった事情がほとんどだと思います。それで、３万

６，０００円の子育て支援がもらえると思っていたのがなくなった家庭では、本当に厳しいのです、

町長。それでいて、何か松くい虫は１，０００万円もくれるのに子育てにはくれないのかとか、手当

だとか仕方はいろいろあると思います。それは、緊急性のあるもの、それは５０年以上の松も大事か

もしれない。でも、やっぱり生きている人間が一番大事だと私は考えております。 

今玉村町が置かれている状況というのは、本当に弱い人の立場の上に強い人がつくっている社会の

中で、経済が生まれているような形だと思います。本当に経済に困っている方、本当にお金がなくて

生活に困っている方たくさんいます。私、最近セブンイレブンで弁当買わないのです。どこで買うか

というと、フレッセイ行くのです。フレッセイは、８時になると全部半額になるのですよね、その日

の刺身だとか、そういった揚げ物だとかが。すごいですよ、町長行ってみてください。１００人から

２００人近くの方が、８時前に来てかごに入れて、半額になるのを出して、悪いけれどもこれも半額
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にしてと言って、そのくらい経済本当に厳しい、家庭を持っている人たちは厳しいです。見ていると、

お年寄りの方や若い夫婦が子供連れで来て、あしたのお父さんの弁当に、前の日に揚げたアジフライ

６５円を食べるだとか、本当にそのくらい厳しい生活をしている人たちがいるのです。だから、やっ

ぱり町としては今何をしなければならないかという答えで、そこに手当を上げる。ただ、給食費のお

金を上げたのでは、私は本当に生活費に回ってしまって何の足しにもならない。でも、これだけ年が

越せるか越せないかと言っている人たちがたくさんいる中で、こういう手当に関してはもうちょっと

よく考えてだとかというのではなく、どう見たって４億円も貯金がある玉村町が子育ての４，０００万

円が出せないのかという討論になったら、何時間たったって終わらない。町田さんだって、もう３月

議会でこれを言っているわけですから、やっぱり今はやりの事業仕分けではないが、各課がきちんと

仕分けをして無駄をなくして、そのところを子育てに充てるとか、いろいろな策はあったかと思いま

す。現状では２０年度の収支決算４億円もあるのに、何で子供の子育てのお金が、先進国の玉村町が

先頭を走っているのに安中市にやられてしまって、さらに厳しい状況で、夕方本当に、町長いろんな

スーパー行ってみてください。本当に８時になると半額になるので、たくさんの方が買い物に来てい

ますから。その前はうんと暇なのです。だから、そういう経済情勢の中で子育てをしていて、玉村町

が子育てするなら玉村町と言われているのでは、子供を持って、本当にだんなの給料が下がって奥さ

んまでが朝から晩まで働かなければ食っていけなくて、預ければお金がかかるし、その中でやってい

く中で子育てに重点を置いてほしいと。町長は、町民一スポーツで年寄りが健康になって医療費が下

がるだとか、そういうような話も結構です。でも、今子育てをしている人が一番大変だということを

ちゃんと認識していただき、３月までにはきちんと結論を出していただきたいと私は考えますが、町

長、答弁お願いします。 

◇議長（宇津木治宣君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君発言〕 

◇町長（貫井孝道君） 生活防衛のために、８時過ぎに半額になるとすれば、私もこの間９時に行っ

て半額のパンを買ってきました。これは、非常にいいことだと思うのです。これは、それで十分いい

こと。ただ、今浅見議員が言いましたように、そういう人たちが生活防衛のためにやっているわけで、

決して食えなくなったからやっているわけではない。というのは、そのスーパーに入っていくときに

駐車場に並んでいる車を見ますと、私のレガシーより悪い車はそんなにないです。みんないい車に乗

っています。そういう今の時代ですから、一概に生活に困っているから下げてやると、これは大切な

ことだと思うのです。決して私は、それを下げること自体に反対しているわけではない。ただ、県下

でも最低限に安い給食費でやっている玉村町の子供、年間３万幾らかかりますけれども、お母さんが

パートに行っても月に１０万円ぐらいには最低なるという時代でございますから、年間３万幾らの給

食費は子供を育てるために負担をするという親の努力というのは、私は十分にその努力のしがいがあ

るのではないかなと感じます。ですから、値下げに反対しているわけではないのですけれども、経済
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を任されている私にとっては、あるからでは出しますという、簡単に出しますというわけには、今の

段階ではちょっといかないというのが現状でございますし、子育て、少子化対策はこれからも本当に

第一条件でしていかなければいけないというのは十分認識しておりますし、私も子供を大事にする、

子供を大切にするということで、一生懸命子供に対しては気を配ったり、町としてできる範囲内で、

子育て、子供に対して援助をしていこうという気持ちには変わりはないということで、給食費につい

てはご理解をしていただきたいなと思います。 

◇議長（宇津木治宣君） 浅見議員。 

              〔１３番 浅見武志君発言〕 

◇１３番（浅見武志君） 町長は、給食費、給食費とこだわっておりますが、私は町長の考え方で、

子育て支援特別手当というような形で答弁をいただきたいと思います。 

 それから、このことについては、今やりますとか町長もなかなか言えないでしょうし、余り時間を

かけると、本当に厳しいことだけはわかっていただけたと思います、先ほど町長も聞いていただいて

いて。それから、どこを半額にするだとか、私はいろいろ見て厳しい人から救ってやらなければなら

ないかと思ったので、こういった形で半額を言っておりますが、全体的に平等にやるのであれば、子

供１人１万円ずつ補助金を出す、年間１万円ですよ、だから４，５００万円。町長、そういった手腕

をしていただきたいと。多分町田さんも、そういう意味で子育て支援、不況だと、厳しいのだよと訴

えてきたのだと思います。 

私も１０月の選挙に向けていろいろ回ってみると、本当に厳しい、子供２人でアパートに住んでい

て、アパート６万円払って、だんなの給料１７万円、電気、ガス、水道払って子供を幼稚園に預ける、

本当に食うお金もないと、３万円の生活費でやっているのですよというような方がたくさんいるので

す、町長。それから、こういった形でいろいろトクトク商品券出しても、その４万円がない。得にな

るのわかるけれども、うちにお金がなくて買えないのだよと言われたのです。恩恵を受けた人は、私

もトクトク商品券売っているけれども、みんなが５万円買っている中で、２万円、３万円と買ってい

る方は本当に少なかったのです。平均にしたって４万円ですよね、多い人は２回並んで買っていまし

た。何か車検があるので、どこどこの自動車屋へ車検代として払いたいので、得だからと、そういう

人はお金に余裕がある人なのです。でも、実際問題買えない人のほうがたくさん多いということです。

だから、その辺を理解していただき、こういった子供とか、こういった弱い者に手当をきちんとして

やったほうのがいいのではないかなと考えております。 

 それと、その点については、町長、３月までに何らかのお答えをいただければということで、予算

も決めますし、いろいろ決めるのですから、３月までにできるとかできないとか、これは給食費を安

くしろとか安くしないとか、保育料をどうのこうのではないのです。手当を町長が出せるか出せない

かだと思いますので、町長、３月までにお答えがいただければ、私はこの質問はこれで終わりたいと

思いますので、よろしくお願いします。 
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◇議長（宇津木治宣君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君発言〕 

◇町長（貫井孝道君） 子育て、少子化対策ですから、これについては今後も検討を重ねていきたい

と思います。また、３月と今期限切られましたけれども、それなりに子育てをどうしていくかという

ことでお答えをしたいと思います。 

◇議長（宇津木治宣君） 浅見議員。 

              〔１３番 浅見武志君発言〕 

◇１３番（浅見武志君） ３月までに、いろいろと各課と相談をして事業仕分けをしていただき、本

当に町民の方がうれしがるような予算設計をしていただきたいと考えています。 

 それでは、３番の悩み事相談室の件なのですが、ちょっとお聞きしたいのは、学校教育課の教育相

談どのくらいあるか、ちょっとお聞かせいただければと思います。 

◇議長（宇津木治宣君） 川端課長。 

              〔学校教育課長 川端洋一君発言〕 

◇学校教育課長（川端洋一君） 今ご質問の教育相談の件でございますが、現在教育相談は役場の西

にありますふれあい教室、そこには相談員２人と指導員２人、４名体制で対応しております。件数で

ございますが、２０年度ですと合計で７００件、この件数につきましては１人の相談事で２回、３回

というような複数、１カ月に２回、３回というようなことで相談したときも１件とカウントしていま

すので、７００件という数値が出ております。これを今年度は改めまして、１人の相談１件というこ

とでカウントしまして、４月から１０月までですと１８０件相談があります。 

 ちなみに、教育相談の内容でございますが、養護、障害、性格行動、それから不登校、育児、しつ

け、その他の質問等が若干ございます。内容的には、そういった内容の相談を受けている状況でござ

います。 

 以上でございます。 

◇議長（宇津木治宣君） 浅見議員。 

              〔１３番 浅見武志君発言〕 

◇１３番（浅見武志君） あともう一つ、経済産業課長に聞きたいのですが、経済産業課に寄せられ

る相談事は大体どのくらいございますか。 

◇議長（宇津木治宣君） 高井課長。 

              〔経済産業課長 高井弘仁君発言〕 

◇経済産業課長（高井弘仁君） 経済産業課のほうに寄せられる相談といいますか、先ほど条例のほ

うで制定いただいております消費生活センター関係なのですが、こちらのほうを来年の４月オープン

ということでありますが、その関係を玉村町ではなく、群馬県の消費生活センター、また近隣の市の

消費生活センターのほうに問い合わせが行っている件数としまして把握しているものは、平成１９年
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度の数値しかございませんが、玉村町から相談が消費生活センター関係で行ったものが３４５件ある

というふうに出ております。 

◇議長（宇津木治宣君） 浅見議員。 

              〔１３番 浅見武志君発言〕 

◇１３番（浅見武志君） 私もいろんな方から相談を受けるのですが、町に相談事に行っても、どう

いった場所でそういった相談を聞いているかという中で、１階のあんなに人がたくさんいるところへ

私悩みがあるのですと行くという人は、ほとんど少ないと思います。だから、そういった形で私は、

もっと相談しやすい場所、例えば余り人が来ないと言っては失礼ですけれども、勤労者センターのほ

うに相談事をまとめて一元化でいろんな人の相談事が受けられるような施設をつくったほうがいいの

ではないかという考えで、一本化という形でおります。町長、その辺について。あと、本当に群馬県

で自己破産をしている方は１，３００人ぐらい、月に直したら１，０００件ぐらいあると思います。 

玉村町でも、多重債務を抱えていたり、いろんな悩みを持っている方が、どこに相談しに行ったら

いいかとか、そういったのがわからないで、むしろ自分で悩んでしまい、まじめな方は本当に命を絶

つようなことになっていると思います。それで、私もその件で町長といろいろ相談をして、玉村町の

専門の弁護士さんだとか、そういった方々に、５日が来る日ですか、先ほど言われましたが、５日の

日に相談窓口を広げて行っている。ただ、そこに相談事に来てくれる人はまだ、件数は今聞いた中で

はたくさん多いですよね。でも、そこに踏み込めない人が、その２倍、３倍という方がいるわけです。

先ほども、私は玉村町の若い人は本当に厳しい、厳しいというけれども、本当に厳しいのです、町長。

だから、こういった窓口をもっとわかりやすくＰＲをして、どこへ行ったらこういう相談が受けられ

るだとか、あとは電話を設置しておくと、相手の着信番号が残ると思うのです。後日そこへ電話して、

電話鳴らしたけれども勇気がなかったりとか、子供なんかはいじめられているけれども、親にも言え

ない、そういう状態で我慢に我慢を重ねていって、本当に自殺は１１年連続３万人を超えていると。

先ほど柳沢議員も言いましたが、そういう未遂に終わった事件は、その１０倍ほどいるというぐらい

本当に厳しい。その中で、行政としてできることは何かということをもうちょっと考えていただいて、

もっと人けのないところといいましょうか、どういったところで相談事を受けているのだか各課に聞

く時間がちょっとなくなってしまったのですが、来て言いたくなるような場所であって、そういうと

ころへ行かなければ聞いてくれる方も、そういう個室があってきちんと受け入れ体制があるならいい

けれども、１階の窓口行って、おじいちゃんのことでちょっと来たのだけれどもとちゃんと言える人

は何人もいないと思います。例えば女房が、先ほど言ったＤⅤですか、だんなさんが暴力を振るうだ

とか、子供に暴力振るうだんなが多いだとか、そういった事例だって玉村町は３件も４件もあるので

すよね。だから、そういう中で悩み事を抱えている人というのはたくさんいるの。ただ、その受け入

れが行政側がきちんとできていない、その辺を町長にもうちょっと考えていただきたい。ちょっと答

弁いただければありがたいと思います。 
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◇議長（宇津木治宣君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君発言〕 

◇町長（貫井孝道君） きょうの議案第６６号の提案であった消費者センターが一応勤労者センター

で開設しますので、そこを起点にして、消費者センターの機能といろんな悩み事もできるかなと思っ

ております。 

もう一つは、社会福祉協議会のほうで、先ほど言いました５のつく日に、弁護士も入れた中で相談

業務をやっております。大変多重債務が多いということで、１１月の２６日の日に多重債務だけの相

談日というのを設定して広報したのです。弁護士さんに出張を依頼して、契約して出張を依頼してい

たのですけれども、申し込みが１名しかなかったのです。それで、１名では１日いてもらっても弁護

士費用高いですから、では半日だけということで減額をして半日だけ来てくれることになりましたら、

その前々日ぐらいにその１名からも、いいですと、相談行くのやめますというのが来て、結局ゼロだ

ったのです。ですから、１日弁護士さんに朝から４時ごろまでいていただいて、大体１０人ぐらいは

相談に乗れるだろうということで、弁護士さんと契約をして設定したのですけれども、結果的にはや

らなかったのです。だから、どうも世間に出ていくと、そういう話は結構私も聞くのですけれども、

いざ役場でそういうことを設定してやりますよということになると、何か足踏みをしてしまうのか、

それともそういう多重債務の人が、弁護士に相談するようなことではなかったのかわからないのです

けれども、いないのです。ですから、各課も非常に担当者がなれてきまして、自分の担当の相談につ

いては、さっき言ったような各課でいろいろ相談をしておりまして、通路の北側に部屋がありますか

ら、話の内容がそういう問題であるとすれば、担当が気をきかせて人けのない部屋に連れていって話

を受けるということで、一応そういう体制を整えております。ですから、今後消費者センターが勤労

者センターにできますから、そこでもっと幅を広げていけば、そこに、ではちょっと違う課から担当

者来てくださいということで呼んで話になるような、そんな状況ができていくのかなと思うのです。

２人常駐させますから、かなりの部分で消費者対応ができてくるかなと期待はしております。 

◇議長（宇津木治宣君） 浅見議員。 

              〔１３番 浅見武志君発言〕 

◇１３番（浅見武志君） 高崎市なんかでは、そういったパンフレットがきちんとできていまして毎

戸配布されたり、広報などにも電話番号が記載されていて、担当者の名前が書いてあったりだとか、

そういった何か相談しやすい状況をつくっております。ほかの市町村を見ると、何とか窓口だとか、

先ほど言ったような子育ての問題、それからお年寄りの問題、女性の問題、そういった部門に分けた

電話受け付けの番号がきちんと書いてあり受け付けをしておりますので、玉村町もそういったＰＲを

きちんとすることにより、いろんな方が来てくれると思います。そういった形で、これも検討として、

３月の答えが出た後にまた聞きたいなといろいろ考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、次は命の問題、ドクターヘリなのですが、私は消防団が長く、いろいろ消防署とのつな
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がりも多く、ドクターヘリができるということで、２月から３月にすぐ一般質問をさせていただきま

したときに、町長答弁では、ここに町長答弁書いてあります。これは玉村町の中心にも一つは欲しい

なと、文化センターやその広域施設などもありますから、その辺でどうかなということを伊勢崎市の

ほうと検討して、町の中心部にも１つのランデブーポイントをつくりたいと書いてございます、答弁

書に。 

それで、私いろいろ考えたのですが、本当に消防の事業は、今現在救急車出動が多く、火災が少な

い。それで、１９年度は８，５９２件、伊勢崎署管内で。２０年度が８，４３１件。玉村町に関しま

しては、１９年度が９７８件、９７７件の件数を対応しております。その中でランデブーポイントは、

今回は２回玉村町はございました。はしごから落ちて頭を打ったということで、運動公園でございま

したが、消防ヘリを呼ぶのに、この出動が第一出動と言われて、南分署から消防車が来て、それから

西分署から来て、玉村署が全部行って、芝の上に散水をして人が集まるのを確保して、そんなことを

していると本当に命大変だと思います。むしろ玉村町の中心、これ提案なのですが、私が思うにラン

デブーポイントというのは、４０メーター掛ける４０メーターの四角のところがあって、そこが常時

使えるところを玉村町につくったらどうかと私は考えます。そうしないと消防で出たとしても、そこ

に連れていったりとか連絡とっている間に、時間ばかり食ってしまうので、今消防署がありますよね、

消防署の北側に田んぼがあります。田んぼのところをお借りして、いつもロープを張っておいて４０メ

ーター掛ける４０メーターの敷地を用意しておけば、例えば救急車で駆けつけたときに、これは重体

だといったら、すぐ消防署の横っちょへ行けば、そのまんまヘリコプターを呼んで１５分で治療が受

けられる。本当に脳梗塞、心臓発作なんかでは、１５分が生死を分けると思います。死亡率も４割か

ら削減されるわけです、ドクターヘリの場合は。ただ、ドクターヘリを要請しても、受け入れる側が

すごい量の消防車やら何かが出動しなければならない。北部であったときも、車両はどんどん、どん

どん飛んでいって大げさで、やじ馬まで集まってしまって、それを制止するのに時間ばかりかかって

しまって、ヘリコプター飛んできて上で待機している時間が長かったのです。それで、そういうのを

見ると、もうちゃんと着陸できるような基地を、町長も答弁書にも書いてあったが、文化センターの

近所につくったらいいななんて言っていましたよ、ちゃんと。だから、私は消防署の北側のところの

敷地を田んぼ１枚借りておいて常時ロープを張っておけば、例えば消防車が出ていった、そうすると

その後すぐにだめだと言えば、すぐ連絡をすれば日赤から３分で来るのだから、そのときにはお医者

さんと看護婦が乗ってくるわけですから、すぐ治療が受けられるとなると、本当に命が助かるのです。

子供やらお年寄りの命が助かる。やっぱりそういった命のことに関してはもうちょっと、私も一般質

問したときにランデブーポイントが欲しいと言っていましたが、やっぱり砂地だとか小学校なんかで

は、本当に散水したり、そういう養生がうんとかかり過ぎるので、最初からコンクリートを打った

４０メートル四方のところを真ん中に用意しておけば、行って運ぶのが、消防署へ連れてくればいい

だけだから、そういった検討も考えていただければいいかなと思います。 
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 今一番多いのは、救急車が着きました、受け入れがないのですよね。救急車が動かないのです、２０分

も。藤岡総合もだめ、伊勢崎市民もだめ、それでいて救急車とタイアップをしてヘリポートで連れて

いったわけですよね、前の方も。だから、そういった事態があって、命の危機というのは本当にある

わけです。病院のたらい回しではないけれども、本当に佐波伊勢崎でも受け入れができなくて、時間

で運べば１５分かかってしまうわけですから、伊勢崎市まで。それを考えれば、本当に玉村町の消防

署の北側にでもランデブーポイントを１個用意しておけば、直接そこへ医者が来てくれるわけですか

ら、きちんとしたコンクリートで散水もしなくてもいいし、いつもロープ張っておいて、それだけの

敷地を確保しておくったって、そんなにお金かからないと思いますので、町長その辺も検討していた

だければと思うので、どうでしょうか。 

◇議長（宇津木治宣君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君発言〕 

◇町長（貫井孝道君） 現在３カ所が、東部スポーツ広場と北部公園と総合運動場、ことしは２件あ

ったわけでございますけれども、こんなことはあってはならないことで、交通事故があってことしは

ありました。北部公園のときも散水をしたということなのですけれども、その辺は緊急時であれば、

ヘリは芝生の上なら、ほこりは幾らか立ちますけれども、そんなに大げさなことしなくても、おりる

ことはおりられるのではないかなと思うのですけれども、ですから今一番いい方法とすれば、浅見議

員が言ったように飛行場を用意していくと、ヘリポートを用意しておくということがいいことではな

いかなとは思いますけれども、現状で、今後そのドクターヘリの出動回数が、玉村町で回数がふえる

ようであれば、また検討する必要があるかなと。現状では、私はドクターヘリは玉村町には要らない

のではないかなと思ったのですけれども、でも２件あったということは、やっぱり要らないことはな

いのです。やっぱり医者が一緒に来ますから、ドクターヘリの有利さというのは医者が一緒に来ると

いうことがありますから、非常に緊急を要するときは必要かなと思います。ですから、そういう意味

では今後の検討課題、前回も検討課題で、また今後も検討課題というのは、でも北部公園が今度入り

ましたから、芝根地区、上陽地区、旧玉村地区ということで３カ所には一応ランデブーポイントがで

きたわけでございますから、そんなことから……町の中心部という話もありましたし、その辺につい

てはまた今後も検討していきたいと思います。 

◇議長（宇津木治宣君） 浅見議員。 

              〔１３番 浅見武志君発言〕 

◇１３番（浅見武志君） 検討がたくさんあるとは思いますが、本当に常備そういったことが１カ所、

田んぼですから、田んぼをお借りしてロープを張っておいて、そこにちょっと安全におりられるよう

なところを、消防署の北側の田んぼがあいているので、ああいうところなんかも検討したらどうかな

と私は考えております。また、消防署も手狭になりますので、そういったことも考えていただければ、

ふだん昼間あかしておいて、そういうときには緊急時に使えるような状態で行っていただければと思
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います。 

 それから、安心ほっとメール、本当に消防メールや子供の安心メールなんかは年間２３７万円かか

っておりますし、消防のメールだって一斉送信もしておりますから、そういった情報が３．８％とは

いいますが、そういった不審者情報だとか、そういうのも玉村町は連絡が行くのが遅いのです。ＰＴ

Ａだけはしっかりしております。何があったりとか、風邪だとかというのはしっかりしておりますが、

そういった緊急災害のときなんかでも役立つメールですので、今後また検討していただければと思い

ます。よろしくお願いします。 

 時間のほうも過ぎましたので、町長に宿題を残して、これで一般質問を締めたいと思います。 

 以上です。 

                                         

◇議長（宇津木治宣君） 休憩いたします。午後１時３０分に再開いたします。 

   午後０時２４分休憩 

                                         

   午後１時３０分再開 

◇議長（宇津木治宣君） 再開いたします。 

                                         

◇議長（宇津木治宣君） 次に、８番島田榮一議員の発言を許します。 

              〔８番 島田榮一君登壇〕 

◇８番（島田榮一君） 議席番号８番島田榮一でございます。傍聴人の皆様には、師走の何かとご多

用なところを傍聴にお越しいただきまして、本当にありがとうございます。 

 国の政治が大きく変わりました。私なりに国政選挙を総括してみますと、政治の世界は一寸先はや

みだとよく言われますが、このたびの自民党の大敗は、まさにこのことが現実となってあらわれた結

果であり、それと同時に今までの官僚依存の体質がどうにもならない状況になったことと、民主党の

勝つためには手段を選ばないマニフェスト選挙の結果であったように思います。しかしながら、現政

権も大ぶろしきを広げ過ぎたマニフェストをどのように現実の政治に生かしていくか、今苦慮してい

るようであります。いずれにいたしましても、我々地方議会人としては住民の生活を第一に考えて、

郷土玉村町をよりよい方向に導くために、今後も頑張っていかなければならないと心新たに思うとこ

ろであります。 

 それでは、通告に従い質問いたします。今回は、第５次総合計画について質問いたします。まず、

第１といたしまして、平成１３年度から始まった第４次総合計画が平成２２年度で終了するわけであ

りまして、平成２３年度から１０年間、第５次総合計画が始まるわけであります。そして、第４次総

合計画の最終年度の平成２２年度の町の人口は４万２，０００人を想定しておりましたが、現実は３万

８，０００人前後で推移している状況であります。この背景にあるのは、少子高齢化社会の進展によ
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り人口は減少時代になり、今後さらに超高齢化社会が予想されるところであります。この現実を踏ま

え、第５次総合計画は将来構想とあわせ大胆な見直しが必要と思いますが、どのように考えるかお伺

いいたします。 

 ２番目は、第４次総合計画の策定過程を見ると、主に職員が策定して審議会が審議するという方法

をとっておられたようでありますが、官民協働のまちづくりを標榜するならば、町民の提案を十分反

映する策定方法がよいのではないかと思うわけでありますが、そのことについての考えをお尋ねいた

します。 

 次に、３番目として、玉村町は立地条件、地理的条件等、非常に恵まれた地域であります。特色の

ある住みよいまちづくりに専念すれば、人口も増加に転ずる可能性は十分あると思います。魅力ある、

特色あるまちづくりのために何か方策を考えておられましたら、それをお尋ねいたします。 

 次に、４番目として、玉村町には団塊の世代の優秀な人材が数多く生活しております。この人材を

積極的にまちづくりに活用していくことが新の協働のまちづくりと思いますが、どのように考えてい

るかお尋ねいたします。 

 次に、５番目として、行政のプロである町職員各位が、１０年後、２０年後の玉村町の将来像及び

グランドデザインをどのように考えているか論文形式で提案する意識調査から始めてはどうかと思う

わけであります。こうした考え方に対してどのように考えるか、お伺いいたします。 

 以上で１回目の質問といたします。 

◇議長（宇津木治宣君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君登壇〕 

◇町長（貫井孝道君） ８番島田榮一議員の質問にお答えいたします。 

 第５次総合計画に関するご質問でございます。総合計画の見直しについてですが、議員ご指摘のと

おり我が国は少子高齢化時代の到来により人口が減少するとともに、高齢化が急速に進行しておりま

す。そのような状況の中、平成２３年度からの１０年間を計画期間とする第５次総合計画を策定する

わけですから、社会経済情勢の変化、政権の交代による影響、町内の環境の変化等を十分に踏まえた

上で、将来を見据えた実現性の高い計画を策定する必要があるものと考えております。 

 次に、計画策定に当たっての町民からの提案の反映についてですが、１０月から１１月にかけて住

民意識調査、各種団体、企業アンケートを実施し、町政に対する満足度やご意見、要望等の把握に努

めております。これは、２，５００人を抽出いたしましてアンケートをとりました。また、来週より

住民の方からまちづくりに対する提案を広く募集し、提案内容を踏まえ、計画策定に生かしてまいり

たいと考えております。 

 また、基本構想の骨格案がまとまりましたら住民意見交換会を開催し、意見や提言等をお聞きし、

計画策定に生かしてまいります。そのほかとしてはパブリックコメントを実施し、総合計画案につい

て広く住民の方のご意見を伺うことを考えております。先ほど前の第４次では、職員がつくり、それ
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を住民に披露したということでございますけれども、今回はまず住民の意見を聞いてから、その原案

をつくろうというのが今回の考え方でございます。 

 ３番目に、魅力があり特色があるまちづくりの方策についてですが、玉村町は前橋市、高崎市、伊

勢崎市等の都市に囲まれており、周辺市等に行くのには非常に恵まれております。このような位置的

な条件の特性を生かした安全で安心の町、また身近に自然や公園などの緑がある住環境に配慮した町

をつくり上げていくことはもちろんですが、さらに町内の産業振興も積極的に進めてまいります。農

産物では、建設予定の農産物直売所を核にした新たな特産品の開発など、積極的に取り組む施策を取

り入れることが魅力のある町につながっていくのではないかと考えております。 

 団塊の世代などの人材のまちづくりの活用についてですが、本町においても企業を退職された多く

の住民の方がいらっしゃるものと推測いたします。この方々が人生の中で培ってきた豊富な経験、専

門的な知識等をまちづくりにおいて生かしていただくことは、議員ご指摘のとおり大変重要なことで

あると思います。現在こうした方々の活動方法や知識を生かす方法等を施策に加えることが必要にな

ってまいりました。先日もアクティブシニアという会の発足がありまして、６０で退職した皆さんが

約７０人程度お集まりしていただいて、このまちづくりについて協力をするという形で会が発足して

おります。こうした理念をもとに、地域活動などへの参加の応援や情報の提供等の施策を整備してい

きたいと考えております。 

 また、職員提案による意識調査についてですが、計画は課長以下係長等の職員を中心として策定を

いたします。全庁的に策定することとしております。基本構想について職員から提案等を出してもら

うことは意味のあることですので、形式や方法に余りとらわれずに提案の機会を設けて、若い職員の

提案を十二分に計画にはめ込んでいくということで検討していく予定でございますので、よろしくご

理解していただきたいと思います。 

 以上です。 

◇議長（宇津木治宣君） ８番島田榮一議員。 

              〔８番 島田榮一君発言〕 

◇８番（島田榮一君） 自席にて２回目の質問を行います。 

 平成１８年３月に作成した第４次総合計画の後期基本計画の玉村町の課題の中で、各項目の中で指

摘しておりますが、皆様ご存じのとおり玉村町は、平成３年の都市計画法の線引きにより各地で土地

開発が行われた結果、住宅がふえ、当然人口が急増したわけであります。その人口も平成１６年ごろ

でピークアウトして、３万８，０００人前後を推移している状態であります。そうした時代背景の中

で若い世代が急増して、玉村町は若い世代が多い町として注目され、当然ながら児童館の整備等、子

育て支援に重点を置いた政策が行われてきたように思います。若い世代が多い町というのは、時がた

ち老齢化に入ってくると、一気に老齢化が加速する超高齢化社会が到来するわけであります。その対

応を考えた第５次総合計画の策定が必要と考えるわけであります。そのあたりの認識をもう一度お聞
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かせいただきたいと思います。 

◇議長（宇津木治宣君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君発言〕 

◇町長（貫井孝道君） 当町は、昭和の後半から平成にかけて急激に人口が伸びてきました。昭和５０年

のときに１万４，０００の人口だったのですけれども、５４年に１万７，０００、昭和５９年には２万

人、平成６年には３万人という人口の増加でございました。それから徐々に人口の増加は落ちついた

わけでございますけれども、そういうふうにある年代に急激に人口がふえておりますので、この人た

ちが高齢化したときには、急激に高齢化社会に入ります。それが玉村町の、これからの宿命かなと考

えております。ですから、そのときにどう対処するかということを私は常に、今からその準備をして

いくということが大事だと考えておりますし、そのための第５次総合計画の一番のポイントは、やっ

ぱりその辺をポイントにしながらまちづくりをしていくという考えでおります。 

◇議長（宇津木治宣君） ８番島田榮一議員。 

              〔８番 島田榮一君発言〕 

◇８番（島田榮一君） 次に、第４次総合計画の人口フレームの中で、人口がふえない足踏み状態の

中で平成１７年が４万６００人で、平成２２年が４万２，０００人に設定したわけであります。この

あたり既に足踏み状態にあるにもかかわらず、ちょっと読みが甘かったのではないかなと、何を根拠

にこれを設定したのか、その辺を伺います。 

◇議長（宇津木治宣君） 小林総務課長。 

              〔総務課長 小林秀行君発言〕 

◇総務課長（小林秀行君） 当時は、その策定する年度の５年とか１０年とかのスパンをとりまして、

その状況を見ながら将来の予想をするという、そういうコーホート法とかいろいろな方法があるので

すけれども、そういうものを取り入れながら、あとは役場のほうの急激な人口に対する見方というの

ですか、そういうものを加えてはじき出したものだと思われます。 

 当時玉村町は、将来３０万人の町になるという、そういうような新聞の記事も出たこともありまし

た。ただし、やはりそういうふうにはならないということですので、１つの一定の法則に基づいたも

のに、あとは町のほうで予想した数字をあわせて４万２，０００と、そういう数字になったと思いま

す。 

◇議長（宇津木治宣君） 島田議員。 

              〔８番 島田榮一君発言〕 

◇８番（島田榮一君） 第４次総合計画の後期計画を拝見すると、項目ごとによくできているものも

たくさんあります。見直しをするものと、そのまま継続するものと、当然あろうかと思います。ただ、

大枠が大きく変わってきていると思うわけであります。 

全国的に少子高齢化社会の進展により、残念ながら人口減少時代に突入してきたわけであります。
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群馬県も、近い将来２００万人を割るのは時間の問題と言われております。人口が減るということは

どういうことかと申しますと、極端な言い方をすればハードな車社会から、子供やお年寄りが生活し

やすい、環境に優しい社会の構築が大事ではないかと思うわけであります。例えば道路行政一つとっ

て見ても、高齢者が安全に生活できる歩道やサイクリング道路優先の道路行政に変わってくるものの

ように思いますが、そのあたりはどのように認識しておられますか。 

◇議長（宇津木治宣君） 都市計画課長。 

              〔都市建設課長 横堀徳寿君発言〕 

◇都市建設課長（横堀徳寿君） 道路の話ということでありますけれども、何回か議会の中でも答弁

させてもらったかと思いますけれども、たまたま今年度次世代育成の関係で、子ども育成課が中心に

その計画をつくっております。その中で、私どものほうの道路を担当しているほうとすれば、玉村町

を通過する道路においては素早く通り抜けてもらう、そしてまた子供たちのためには学校、幼稚園、

保育園、児童館ですか、そういうような子供たちが集まる場所、利用頻度の高い場所、そういうもの

においては町のほうでは、今年度からも舗装の悪いところは直していったりということで取り組みを

して、それを徐々に徐々に、財政の許す限りの中で広げていくというような計画をつくっていきたい

とは思っております。 

◇議長（宇津木治宣君） 島田榮一議員。 

              〔８番 島田榮一君発言〕 

◇８番（島田榮一君） ２項目めの策定方法ですが、前回と工夫はしておる発言のように思いますが、

いま一つ新鮮味が感じられないような気がいたします。要は住民の生の声を吸い上げる努力をしてい

ただきたいと、そう思うわけであります。パブリックコメントとかアンケート調査とか、いろいろ工

夫もしているようでございます。この辺をひとつしっかり、住民のための総合計画であろうかと思い

ますので、この辺の取り組みについていま一度説明をお願いしたいと思います。 

◇議長（宇津木治宣君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君発言〕 

◇町長（貫井孝道君） もちろん基本的には、島田議員の言うとおりでございます。これは、住民の

ための計画でございますので、住民の皆さんの考え方、将来構想、その辺を十二分に我々が吸い上げ

た中で計画をつくっていくということでございます。 

 先ほど申したとおり意識調査をいたしましたけれども、大体回答は半分でございます。２，５００と

言いましたけれども、回答は半分でございます。大体そのくらいが、玉村町の選挙の投票率が大体

５４％ぐらいですから、関心のない人が半分ぐらいいるということでございますから、今言われたと

おりその関心のない人をどう引きとめるかということです。これも、関心がないのだからいいよとい

うことではなくて、関心のない人、関心のないというのか、我々にとっては満足をしている人と感じ

ています。関心がないのではなくて満足をしている人、今の生活に満足をしている人と。ですけれど
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も、そういうことだけで片づけられないものですから、その人たちをどういうふうに総合計画の中に

引き込んでいくかということは、１つの課題だと思います。そういう中で、これからいろいろ出かけ

ていって説明会なり、意見聴取なりを十二分にやっていきます。その中で策定をしていくということ

で進んでいきたいと思います。 

◇議長（宇津木治宣君） 島田榮一議員。 

              〔８番 島田榮一君発言〕 

◇８番（島田榮一君） 実行……意識調査をして、その策定委員会を立ち上げるわけだと思うのです

けれども、今までの流れを見てみますと、何か決まり切った人の充て職的な人が人選されているよう

な感じで、策定委員会を構成する場合、何か新鮮味を入れるとか、例えば公募の有識者の意見を取り

入れるとか、その辺は何か考えがありませんか。 

◇議長（宇津木治宣君） 小林総務課長。 

              〔総務課長 小林秀行君発言〕 

◇総務課長（小林秀行君） まず、策定委員会と申しますのは職員でやっております。それから、も

う一つ基本的なものができたときに審議会をつくります。その審議会の中には町民の方に入っていた

だいて、その基本的な計画ですか、それに対していろいろな観点から意見を言っていただくと、そし

て１つの計画案になっていくと、こういう形です。ですから、策定委員会１本でなくて、策定委員会

は基本的なものをつくって、それについて審議会をつくって、そこで審議していくと、そういう形に

なります。そのときに町民の方に入っていただくと、そういうことになっております。 

◇議長（宇津木治宣君） 島田榮一議員。 

              〔８番 島田榮一君発言〕 

◇８番（島田榮一君） 型どおりの形式張っただけのものでなくて、これからの玉村町の指針を決め

る大きな問題でありますので、ひとつ一生懸命その辺は考えていただきたい、そんなふうに考えます。 

 次に、３番目の項目になりますが、前にも申し上げましたとおり玉村町は、立地条件、地理的条件

等非常に恵まれた地域であります。小さい地域ながら、関越自動車道、北関東自動車道が近くを走っ

ておりますし、さらにどこに行くにも１５分足らずで乗り入れることができます。また、関越自動車

道と東毛広域幹線道路の交差点にスマートインターチェンジができるということであり、東毛広域幹

線道路は平成２７年度には全線開通ということであり、買い物に行くにも病院に行くにも、これほど

便利で恵まれた地域はないと思うわけであります。 

当町では、工業団地の拡張が今進められておりますが、伊勢崎市の芝駒線の沿線にも６０町歩近い

工業団地の造成が計画されております。こうした状況を踏まえると、玉村町は周辺都市のベッドタウ

ンとして人口も増加に転じる可能性は大であると考えるわけであります。このあたりをどのように認

識しているか、お尋ねいたします。 

◇議長（宇津木治宣君） 町長。 
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              〔町長 貫井孝道君発言〕 

◇町長（貫井孝道君） 伊勢崎市の工業団地計画、これについては非常に関心を持っております。 

それで、先月東毛広幹道、利根川新橋の起工式がございました。あの橋を渡りますと、伊勢崎市の

工業団地、約６０町歩と今言われていますけれども、接続するわけです。ということは、相当玉村町

に人口が流入してくる可能性がございます。そういう面で、私はこの東毛広幹道の利根川新橋の完成

というのは、玉村の町が変わる１つの要素かなと考えております。その前にスマートインターができ

ますから高崎市との接続もできますし、その時点でも相当の変わりようがあるけれども、なおかつ伊

勢崎市とのつながりというのが、これから玉村町の地域をどういうふうにしていくか、あの橋を最大

限利用した中で、玉村町が本当に住環境を整備したベッドタウン化になる可能性は十二分でございま

すので、それに対応したまちづくりをしていく必要があるかなと考えています。 

◇議長（宇津木治宣君） 島田榮一議員。 

              〔８番 島田榮一君発言〕 

◇８番（島田榮一君） 私は、もう一つ大事なことは魅力があり、特色があるまちづくりをするには、

どうするかということであります。 

 今後高崎玉村インターができたとき、通行する観光客が玉村町に寄って何を見ていこう、あるいは

何を買っていこう、あるいは何で遊んでいこうという気持ちを起こさせる何かが必要だと思うのであ

ります。前回経済建設常任委員会の所管事務調査で、道の駅人気ナンバーワンの川場村の道の駅を視

察してまいりました。農業と観光がマッチした、すばらしい魅力のある道の駅だと感じてまいりまし

た。この場所は、自然環境に恵まれたところで、武尊山から流れ出る雪解け水により新潟米にもまさ

る最高の米コシヒカリが生産され、米がよいからよい酒ができ、ほかにも良質な野菜、果物が生産さ

れ、ブランドとして既に定着しております。加えて東京の世田谷区と交流の提携をしており、毎年夏

には世田谷区の小学生が大勢出かけてくるということであります。 

 それでは、玉村町の特色として何があるかといえば、ちょっと現在のところ寂しい話でありますが、

特色があるというと、ゴルフ場が２カ所ある。それから、歴史遺産を生かしたまちづくりとして玉村

八幡宮を中心とした例幣使街道の散策とか、サイクリングネットワークを利用しての名所めぐりとか、

おなかがすいたら農林６１号によるうどんやまんじゅう等の加工品販売とかが目に浮かんできます。

それといま一つ考えられるのは、自然環境との共生のような気がいたします。玉村町は、かつて利根

川と烏川の水運によって開けたところであります。と同時に、多くの魚がすんでいたことでも有名で

あります。今、サケの遡上で話題になっております。利根大堰でも、かつてない多くのサケが遡上し

ているとのことであります。私も、ここ２年ほど前から体験学習の一環として、いただいたサケの卵

をふ化して子供たちと東部運動公園から放流しておりますが、ささやかなことかもしれませんが、将

来サケの遡上を観察する場所として売り出せるかもしれません。それから、その近くの松林には数年

前からオオタカが生息しており、雄大な有姿を見せて羽ばたいております。まさに自然を売り出す宝
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庫のようにも感じるわけであります。それらをどういう形にしろ売り出すためには、今のうちに１０年

後、２０年後の構想を考えて仕掛けをしなければならないと思うわけであります。このあたりの認識

をどのように考えるか、お尋ねいたします。 

◇議長（宇津木治宣君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君発言〕 

◇町長（貫井孝道君） 魅力ある、特色のあるまちづくりということであります。 

 今島田議員さんがおっしゃったとおり玉村町の特色というのは、述べられたような中ではないかな

と思っております。５０周年のときに、小学生から作文をたくさんいただきました。その中で、子供

たちが玉村町の魅力というのか、玉村町はこれがあるので、大変町に愛着を感じるというのの中で一

番印象的だったのは、水でございました。水があるということでございます。烏川、利根川があると

いうことです。こういう文章がありました。利根川という日本で第２位の大河が町に流れている、こ

の誇りは私の最大の誇りですという、子供たちがそう考えていたのです。ちょっと大人には考えられ

ない発想なのですけれども、子供というのはこういう考えがあるのかなと。ですから、処理場があり

ます。処理場があって、群馬県内の汚水をあそこで浄化しているわけです。それで、利根川に浄化し

た水を放流しているわけでございます。これも水でございます。ですから、私は玉村町の特徴という

のは、これから水かなと、水を生かしたものが玉村町の特徴になるのではないかなという考えでござ

います。これから、新しい魅力づくりの一つとして考えていきたいなと考えています。 

◇議長（宇津木治宣君） 島田榮一議員。 

              〔８番 島田榮一君発言〕 

◇８番（島田榮一君） 芝根小学校の校歌がありますが、原三郎先生の作詞、信時潔先生の作曲であ

ります。この信時潔先生というのは大変な作曲家で、「海行かば」とか格調の高い歌を手がけておる

わけでありますが、原三郎先生は、ご存じのとおり芝根が生んだ神童とまで言われた方で、原議員の

おじいさんの兄弟になる方かと思うのですが、「水澄む利根と烏川、相おう上に開けたるわがふるさ

とは」と、そこから始まる校歌でありますが、非常に玉村町をあらわしている校歌かと思うのです。 

そういうことで、まちづくりというのは本当に玉村町の自然環境、特に水と緑に恵まれたこの土地

をいい形で保持していくということが本当の真のまちづくりかなと、そんなふうにも感じるわけでご

ざいますが、いま一度その辺の気持ちをお聞かせいただきたいと、このように思います。 

◇議長（宇津木治宣君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君発言〕 

◇町長（貫井孝道君） この魅力づくり、これは大変な知恵と能力を出していくということでござい

ますので、ぜひ議員の皆さんにもいろいろとご指導いただきたいと思いますし、玉村町は米、麦、そ

して水、田園と緑、こういうものをこれからやっぱり柱としてまちづくりをしていく必要があるかな

と、第５次総合計画の中では、この辺の魅力をいかに引き出せるか、引き出していけるかというのが
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我々の一つの力かなと考えています。 

◇議長（宇津木治宣君） 島田榮一議員。 

              〔８番 島田榮一君発言〕 

◇８番（島田榮一君） ひとつよろしくお願いしたいと思います。 

 それから、もう一点考えられることは、いよいよ東毛広域幹線道路の開通が目に見えてきたわけで

あります。玉村町の本当にメーン道路になるような大きな事業であります幹線道路の開通に合わせて

高盛り土が平面道路になって、今既に開通しておるわけでありますけれども、この余剰地と申します

か、スマートインターから入ってずっと下之宮まで抜ける道路をいかに玉村町の顔となるようないい

道路にするか、このことが、また一つの大きな玉村町の道路行政の課題かなと。当然景観も考えたり、

余剰地をいかに有効活用していくかというふうなところが大事なことかと思うのですけれども、この

辺の認識をひとつお尋ねいたしたいと思います。 

◇議長（宇津木治宣君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君発言〕 

◇町長（貫井孝道君） 県のほうの、国道でございますから県が主体でやっているのですけれども、

大胡線から関越道までの道路については、スマートインターの完成に向けて道路をつくっていこうと

いうことは言われております。ですから、今は側道でございますから道路がないわけです。正式な道

路を真ん中につくる、４車線道路をつくるというのが県の計画でございます。それに沿って、町も今

計画を立てております。どういうふうな形の道路にするかというのを今検討中でございます。県の考

え方と町の考え方をあわせた中で、最もふさわしい道路づくりをしていこうということが県の姿勢で

ございますし、我々の希望でもあります。 

 そういう中で、大胡線から東については、今もう道路形態ができました。それで、利根川新橋も工

事が始まりますから、もうほぼ決まったわけです。今度は、そこから西です。スマートインターに向

けての道路建設ということでございますから、それも来年度には計画をつくり工事を始めていくとい

うのが予定でございます。ただ、政権かわりましたので、その辺の予算づけがどういうふうに来るか

というのが不透明でございますから、もし予算づけが来ないと進まなくなるわけです。その辺で非常

に、その辺は今のところ何とも言えないという流動的な状態でございますけれども、計画としては大

胡線から西に向かって、スマートインターの完成と同時とはいきません。スマートインターのほうが

先に完成しますから、今の道路は暫定の側道部分でございますから、真ん中あいていますよね。あの

あいている部分に、４車線の道路をつくるというのが基本的な考え方でございますので、その工事も

来年度計画を立ててお互いに、町、そして県との話し合いをしましょうというのが今の段階でござい

ます。 

◇議長（宇津木治宣君） 島田榮一議員。 

              〔８番 島田榮一君発言〕 
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◇８番（島田榮一君） 特色あるまちづくりをするにはどうしたらいいかということでありますが、

午前中もいろいろ子育ての問題が、給食費の問題等々、子育てに関する質疑がありましたけれども、

私が思うには、玉村町はそういうふうなことで人口急増、ひときりは急増地域で若い層が多い、若い

夫婦が多い層が多かったというようなことで、子育て支援には非常に力を注いできているわけです。

ですから、今後も子育てするなら玉村町という旗は絶対におろさないで、先ほど給食費云々の話が出

ましたけれども、その辺のところは、玉村町は群馬県下でも一番安い給食費、そして保育料、それか

らほかのいろいろな住民税、固定資産税等々ありますけれども、財政も健全なわけですから、その辺

のところでよそよりも安いと、住みやすいという状況下をつくり出していくのが、非常に玉村町に住

みたいという１つの信号にもなろうと思うわけであります。ですから私が思うには、そういう１つは

子育て支援、それから自然環境を大事にしたまちづくり、それからメーンとなろうとしている東毛広

域基幹線道路をいかにすばらしい道にしていくかということが、まさに私なりに考えた特色あるまち

づくりになるのかなと思うわけでありますけれども、町長にいま一度その辺のところをお尋ねいたし

ます。 

◇議長（宇津木治宣君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君発言〕 

◇町長（貫井孝道君） 午前中の浅見議員さんの質問にもありましたけれども、安いということは悪

いことではないですよね、いいことだと思います。ただ、安いということは費用もかかります。町と

しての費用もかかりますし、それに今度は、ほかのサービスができなくなってくるということにもな

りますので、その辺のバランスというのが大変大事かなと。恐らく住民の皆さんは、それは安いにこ

したことはないというのは間違いないと思いますけれども、それよりやっぱり生活のレベルというの

か、生活のレベルを上げるということに、みんな努力をしているのではないかなと思います。ですか

ら、議員の皆さんは、安くすると非常に周りの顔にもいいし、まけろまけろ、安くしろ安くしろ、値

下げしろということは、票にはなります。でも、そうではないのです。やはり一人一人の生活のレベ

ルを上げるということが大変大事でございますので、その生活レベルを上げる努力をどう町としてし

ていくかというのが、我々の仕事かなと思っております。ただ、だから高いがいいということでは決

してございません。安くできるものは安くする、安くできる、群馬県でも玉村町が一番ですよと言え

るようなものがあれば、そういうものはしていくということでございますけれども、現状の今の中で

玉村町のいろんな比較をしますと、決して住民の皆さんにほかのところより余分に負担をかけている

ということでは私はないのではないかなと。それは、あることもあると思いますけれども、全体的に

はそういうレベルかなと思っております。ですから、住民満足度なんかを見ますと結構そういう面で

は、皆さんが比較的安定して町を見ているなという感じはしています。 

◇議長（宇津木治宣君） 質問者、答弁者に申し上げます。通告外にわたらないように注意して質問

を続けていただきたいと思います。 
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 島田榮一議員。 

              〔８番 島田榮一君発言〕 

◇８番（島田榮一君） そういう魅力あるまちづくりにはどうしたらいいか、そういったことで周辺

市のちょうどいい場所に位置しているわけですから、これからも人口がふえる状況の中で、よそより

も住みやすいところだというのをアピールしていくのが、一番大事かと思うわけでございます。 

 最後の項目になりますが、行政の玉村町経営改革町民会議の意見書の中で、玉村町には夢の構想が

ないと言っております。自律を選択したのであるならば、なおさら特色のあるまちづくりに心血を注

ぐべきではないかと思うわけであります。滝川の沿線に桜を植樹して２０年後、３０年後に、このか

いわい切っての桜の名所にしたいという住民発議の運動も、まさに今後少子高齢化社会を見据えての

先行投資であり、夢の構想以外の何者でもありません。一部の反対者のためにこの構想が挫折するよ

うなことがあれば、取り返しのつかないような事態かと思うわけであります。町当局の見解を求めま

す。 

                                         

◇議長（宇津木治宣君） ちょっと休憩します。 

   午後２時１５分休憩 

                                         

   午後２時１５分再開 

◇議長（宇津木治宣君） 再開します。 

                                         

◇議長（宇津木治宣君） 答弁お願いします。 

町長。 

              〔町長 貫井孝道君発言〕 

◇町長（貫井孝道君） 夢というのは大変大切でございます。今の日本は夢がない、特に子供たちに

夢がないというのが日本の特色だと言われておりますので、この夢をつくる、夢を持たせるというこ

とを我々大人は努力しなくてはいけないかなと思っております。 

その中の一つとして、今島田議員さんが桜の話をいたしました。それも１つの夢かなと思います。

桜に関しては、今まで町の姿勢というのは、もうごらんのとおりでございますので、わかっていると

思いますけれども、玉村町は大変桜がございます。桜は本当にきれいで、日本人とすれば桜が一番き

れいだなと。ただ、咲いている花を見ればきれいなのですけれども、その裏には大変努力が要るとい

うことと、そのおかげで生活に支障を来しているような場所もあるわけです。そういうものも考えて

やらなくてはいけないかなということでございますけれども、桜の花をみんなして咲かせて気持ちよ

く生活するというのは、これは反対する人はいないのではないかなと思うのですけれども、でも今回

一部反対が出ましたけれども、それはそれであれではないですか、みんなで力を合わせて桜を咲かそ
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うということでその機運を盛り上げていただければ、私はこの事業は成功すると思いますので、まず

は皆さんで盛り上げるということが一番大事だと思います。 

◇議長（宇津木治宣君） 島田榮一議員。 

              〔８番 島田榮一君発言〕 

◇８番（島田榮一君） 最後の項目になりますが、行政のプロである職員各位の積極性を望む一念か

ら質問したわけであります。 

地方分権が進み、自治体間の競争が一段と厳しくなる時代が来るように感じます。そうした中で、

玉村町は代々の町長さんが健全な経営をしてくれたおかげで、財政は健全な状態が続いておるわけで

あります。今後少子高齢化社会の中で、課題も多く山積しておりますが、知恵を出し合うためにも行

政のプロである職員各位が、将来の玉村町はこうあるべきだとの将来像を提言していただきたいと、

こういうことで提案したものであります。ぜひ夢を語っていただきたいと思うわけでありますが、町

当局はどのように考えるか、お尋ねいたします。 

◇議長（宇津木治宣君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君発言〕 

◇町長（貫井孝道君） この第５次総合計画でございます。私は、ずっと子供のときから野球をやっ

ていまして、野球は９人いないとできないわけでございますけれども、９人とベンチにいる控えと合

わせて、甲子園なら２０人ですか、１８人ですか、そういう人たちがベンチに入って野球をするわけ

でございますけれども、これが１人欠けても、その強さはずっと弱くなります。ですから、９人ない

し１８人の全員が力を出すということが一番大事でございまして、今言われたように若い職員の提案、

そして若い職員のやりがい、やる気を起こさせるということと、また町民の皆さんに夢を提案してい

ただきたいと思います。町民の皆さんの一人一人が、こういう夢があるということで提案をしていた

だいた中で、この第５次総合計画を策定していきたいなと思います。そして、みんなで夢を語りなが

ら、これから１０年の玉村町を語るということでございますから大変責任もありますし、またある意

味においては、私は夢が持てる施策ができるのではないかなと考えておりますので、よろしくお願い

したいと思います。 

◇議長（宇津木治宣君） 島田榮一議員。 

              〔８番 島田榮一君発言〕 

◇８番（島田榮一君） 本当にこれからの大きな指針を示す総合計画だと思うのであります。職員の

気持ちを喚起する意味からも、こういった取り組みをひとつ盛り上げていただいて、いい総合計画が

策定されるように祈念申し上げまして、まだ時間若干残っておりますが、以上で質問を終わりたいと

思います。 

 どうもありがとうございました。 
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◇議長（宇津木治宣君） 次に、１２番髙橋茂樹議員の発言を許します。 

              〔１２番 髙橋茂樹君登壇〕 

◇１２番（髙橋茂樹君） 議席番号１２番髙橋茂樹です。通告に従い４項目ほど質問いたします。 

 まず、１項目めは新型インフルエンザ対策です。特に小中学校の対策について伺います。それから、

いろいろと言われている予防注射の接種状況ですけれども、現在の状況、玉村町ではどのようになっ

ているかお聞かせ願って、今後の新型インフルエンザの予防対策ができればと思っております。 

 ２項目めは、下水道の普及状況、下水道の区域見直しを提言したいと思っています。今の玉村町の

下水道の普及状況をお伺いして、まだ下水道が普及されていないところが使用開始までにどのくらい

の年数がかかるのか、いろいろと下水道全般について質問して、その先には下水道がまだ引けない年

数のかかるところには、今後の問題としてどうしても合併浄化槽の設置が必要になってくる状況だと

思います。先ほど前任者の質問の中に、玉村町は水だというのがあったのですけれども、やはりきれ

いな水を流すには、下水道、また合併浄化槽は当然必要なことだと思いますので、この合併浄化槽に

玉村町はまだ何ら関心が向いていないので、この設置の補助金をできるかどうかというのを町長にお

伺いしたいと思います。 

 それから、３項目めは子育ての観点から申しまして、子供たちが安全に通学ができる、日が短くな

ってくると、特に中学校あたりは部活等で帰りが遅く暗くなって、玉村町は中学校が２校という関係

で五、六キロ通学している子供たちもいますので、その辺の防犯対策の一つとして防犯灯が非常に役

に立つのではないかというふうに考えられます。防犯灯の、最近は色だとか光の範囲だとか、いろい

ろな面でやはり犯罪が防げる、そういう研究もなされていますので、玉村町はどんなふうな防犯灯設

置計画を持っているか、伺っておきたいと思います。 

 それから、４項目めについてはエコ対策ということで、玉村町はエコ対策の先進自治体だと思って

おります。やはり県内では、いち早くソーラー発電パネルの設置の補助事業に取り組んでおります。

しかしながら、取り組みはいいのですけれども、今では近隣市町村もエコ対策、国のほうも当然政権

がかわって２５％ＣＯ２削減とかいろいろな話が出ている中で、近隣市町村もソーラー発電、やはり

省エネ、ＣＯ２を排出しないというところで追随してこの設置にたくさんの補助金が使われて、初期

投資しておけば後がいいというような考え方であると思いますので、その辺が玉村町はまだ、先進地

ながらソーラー発電に対する補助の体制が近隣自治体よりおくれてしまったので、少なくとも近隣自

治体に追いつくように町のソーラー発電の普及の補助事業を強めていただければということで、来年

度予算に向けての考えを町長にお伺いし、以上の４項目を通告の質問といたしまして、１回目の質問

を終了いたします。 

◇議長（宇津木治宣君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君登壇〕 

◇町長（貫井孝道君） １２番髙橋茂樹議員の質問にお答えいたします。 
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 まず初めに、新型インフルエンザ対策についてでございます。１１月１７日に群馬県からインフル

エンザ流行警報が発令されたように、新型インフルエンザが猛威を振るっております。玉村町の幼稚

園、保育所、小中学校も例外ではなく、１０月中旬ごろからインフルエンザによる欠席者がふえ始め、

１０月２０日には学級閉鎖の措置をする学校も出てきました。これまで新型インフルエンザに罹患し

た児童生徒は、１１月２７日現在で、小学校２，４０４人中の７８０名、中学校１，４４９人中の

５８３名、幼稚園２５０人中の８７人、保育所８４５人中の２１１名であり、この１カ月で急速に広

まっております。 

 対策については、９月議会でも報告をさせていただきましたが、学校園では登校前に検温をさせ、

朝の健康観察を入念に行ったり、手洗い、うがいの指導を徹底したり、給食準備時に消毒液を使用さ

せたりして感染にそなえております。さらに、感染を広げないために、状況に応じてマスクを着用さ

せたり、行事の延期や全校の児童生徒が集まる集会等を中止しております。 

 また、家庭の協力が必要なことから、ホームページや通知などで現場の状況を伝え、感染予防を呼

びかけております。教育委員会としても、毎日午前１０時の欠席状況をまとめ、各学校園、保健セン

ター、学校医、子ども育成課を通じて保育所、児童館等に知らせ、感染を広げないように連携を深め

ているところでございます。 

 また、空気清浄機を幼稚園、保育所の全教室、各小中学校の保健室に設置をするために、現在進め

ておりますけれども、まだ全部の設置はできておりません。しかし、感染者数はなかなか減らず、一

度おさまっても再び増加するという状況が続き、町内９校の学校園での学級閉鎖、学年閉鎖の措置を

とらざるを得ない状況となっております。幸い町内の学校園では、これは保育所も含めてですけれど

も、重症化をするケースは今のところ出ておりません。感染の拡大を抑える対策については、今まで

の対策とともに国や県の情報を参考にしながら、できる限りのことをしていきたいと考えております。 

 次に、予防注射状況についてお答えいたします。今回の新型インフルエンザでは、新型インフルエ

ンザによる死亡者や重症者の発症をできる限り減らすために、ワクチン接種が有効であります。そこ

で、新型インフルエンザに罹患すると重症化しやすい妊婦、ぜんそくなどの基礎疾患のある人、幼児、

小中学生、高校生、そして６５歳以上の高齢者を対象にワクチン接種を行います。群馬県では１１月

中旬から、これらの優先接種対象者の中でも特に優先度の高い妊婦さんや、基礎疾患で入院中の方々

等を対象に接種が始まっております。また、１２月上旬から、１歳から６歳までの幼児や小学校低学

年の子供を対象にワクチン接種が開始されます。さらに、来年１月に入ってから１歳未満児の保護者

や小学校高学年、中学生等を対象にワクチンの製造に合わせて、これは非常に間に合わないらしいで

す、今のところワクチンが。合わせて、段階的に接種が行われていく予定でございます。町としても

新型インフルエンザワクチンの接種が円滑に行われるよう、ワクチン接種についてのご案内のチラシ

を全戸に配布しましたが、引き続き町広報やホームページ等でワクチン接種に関する情報を提供して

いきたいと考えております。 
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 さらに、今回のワクチンは、子供は２回接種、大人は１回接種となっており、接種料金につきまし

ては１回目が３，６００円、２回接種の場合は２回合わせて６，１５０円が実費負担となります。町

では低所得者の負担を軽減するために、生活保護世帯、市町村民税非課税世帯の方を対象にワクチン

接種料金を全額免除いたします。申請は、現在保健センター窓口で行っております。また、保健セン

ターに新型インフルエンザ相談室を設置し、ワクチン接種や新型インフルエンザに関する相談に応じ

ております。これは住民からの電話相談なのですけれども、かかりつけがないので、どこで受けたら

よいのかわからないとか、優先接種対象者の方がかかりつけ医に問い合わせたところ、ワクチンがい

つ入ってくるかわからないので、予約はできないと言われたなどとの電話が入っております。新型イ

ンフルエンザワクチンの製造が間に合わないため、どの医療機関でも対応に追われております。今後

も流行が拡大する中で、医療機関への負担を少しでも解消するために、子供に対するワクチン接種を

保健福祉事務所や保健センターを利用して集団接種とするなど、県や医師会と連携を図りながら対応

してまいりたいと考えております。 

 次に、下水道計画の見直しについての質問でございます。現在汚水の認可区域は、平成２２年度ま

でに５８０ヘクタールを決定されており、そのうち５４７ヘクタールの整備が完了いたします。下水

道普及率についてですが、平成２０年度末時点、去年です。前年度の末時点での整備面積が５１１ヘ

クタール、管路延長が１３０キロ、公共下水道の普及率が５８．２％となっております。この普及率、

処理区内の人口です。処理区内人口と申しますけれども、この人口が２万２，０００人でございます。

今後の計画としては、平成２３年度に認可区域の拡大を予定し、流域下水道との調整の上で、５カ年

計画で１２０ヘクタールから１４０ヘクタールを予定しております。 

 次に、髙橋議員さんからの質問でございますけれども、合併浄化槽の補助制度でございますが、玉

村町は工業団地を除く全体を公共下水道の区域と定めております。そして、現在は全体計画として

９３１ヘクタールを予定しておりますが、開発等でさらに全体計画の拡張を要望していかなければな

りません。そのため、この合併浄化槽の指定区域がないことで、今日まで補助制度がありませんでし

た。これには、町全域を今後も公共下水道で整備していく構想があります。 

その理由としては、２つ理由がございます。１つは、下水道事業の再評価を平成１９年度に実施し

たところ、建設費や維持管理費を耐用年数等で便益算出しておりますが、費用便益比、ＢバイＣと言

われています。これが２．４９といった高数値が出されています。これは、公共下水道を中止した際

の浄化槽の設置費、水路清掃、覆がいの総事業費を下水道整備の総事業費で除した値でございます。 

 ２つ目に、公共下水道と浄化槽との違いが、同じ水質保全を目的としていますが、公共的な管理と

個々の管理では長期的に勘案すると、今ではきれいになった水路でさえ差がございます。これは、公

共下水道の水路と合併浄化槽の水路ということでございますけれども、玉村町には合併浄化槽はまだ

入っていません。単独浄化槽ということになると思います。やはり公衆衛生の向上と水質保全には、

公共下水道にまさるものはないというのが今までの考えでございます。でも、この公共下水道につい
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ても、政権かわりまして今後国の資金がどういうふうに来るかというのが不透明でございますので、

議員おっしゃいました合併浄化槽については、今後玉村町も検討する必要があると考えております。 

 次に、通学路の防犯灯の整備につきましては地域活性化・経済危機対策臨時交付金を利用し、今年

度の工事について申し上げます。設置場所については、区長及び小中学校からの要望を聞いた上で、

歩道と車道が分離されている通学路を中心に選定を行いました。電柱がなく、ポール等を立てないと

設置ができない区間については現在設計業務を委託しており、年明けには工事を発注する予定で進ん

でおります。 

 また、設置する照明器具につきましては、電気料金の削減のためＬＥＤ、これは発光ダイオードで

ございます。これを使ったものを採用する予定であります。そして、省エネにも取り組んでまいりま

す。このほか、まちづくり交付金を使った地域創造支援事業で、玉村小・南小学校区域に防犯灯を５０基

程度設置をする計画になっております。既にこの事業では、平成１９年度、２０年度の２カ年で各

１００基ですから２００基を、通学路を中心に整備をしております。また、今年度は電気設備業者で

ございますマルフク電気からでございますけれども、防犯灯１００基の寄附をいただきました。この

防犯灯につきましては、各地区の区長さんに対して設置要望調査を行い、区長さんの了解のもとに既

に設置されております。 

 このように、当町においてはここ数年で防犯灯の数は飛躍的に増加しており、この整備が犯罪抑止

等に私は結びついていると考えております。しかし、まだまだでございます。防犯灯の要望が各地区

からありますので、計画的な整備を積極的に進め、今後は電気料金の軽減を考慮して、先ほど申しま

したＬＥＤ、発光ダイオードの防犯灯への切りかえも積極的に行っていきたいと考えておりますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

 続きまして、太陽光発電設置補助事業についての質問でございます。太陽光発電の補助制度の群馬

県内における市町村の制定状況は、３６市町村中１４市町村で制定され、設置補助を実施している状

況でございます。さて、補助単価及び補助総額についてですが、県内市町村の状況はキロ当たりの最

高額は高崎市、藤岡市、渋川市及び明和町のキロ当たり７万円で、限度の最高額は明和町の３０万円

でございます。最低額は中之条町のキロ当たり２万円で、限度額８万円となっております。玉村町は、

キロ当たり３万円で限度額は９万円でございますから、これは中之条町よりちょっと高いけれども、

全体では低いほうでございます。 

 玉村町においては、本年４月１日から個人の太陽光発電設備の設置者等に対する補助制度を開始し、

キロ当たり３万円で限度額９万円で実施しております。１１月２０日現在の執行は、当初予算額

３００万円に対し交付件数が２９件、執行額は２３５万２，０００円であります。残額が６４万

８，０００円という状況で、当初の予測を上回った申請件数でありました。このような傾向から、現

状の予算枠では住民要望にこたえることができなくなる可能性が想定されるため、町としては今後も

太陽光発電補助の申請に対し、できる限り多くの方に利用していただくために、本議会中に１００万
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円の補正予算を計上させていただきました。よろしくお願いします。 

 今後とも地球温暖化防止のため、ソーラー発電によるエコ対策をお考えの多くの住民の方々の要望

にこたえ、支援をしてまいりたいと考えておりますので、よろしくご協力のほどお願いいたします。

また、今議員から申されました、来年度以降についてもということでございます。もちろん来年度以

降についても継続して検討していきたいなと。また、金額については予算設定の中で検討していきた

いと考えております。 

 以上です。 

◇議長（宇津木治宣君） １２番髙橋茂樹議員。 

              〔１２番 髙橋茂樹君発言〕 

◇１２番（髙橋茂樹君） それでは、次は自席からということなので、こちらから質問させてもらい

ます。 

 まず、インフルエンザ対策、やはり相当な数で感染していると思われます。そういった中で、学級

閉鎖、また学年閉鎖等で、子供たち、特に小中学生で行事だとか授業にどんな影響があって、その影

響を解消するために学校教育課のほうでは、どのような方策をとって今後、今年度進めていくつもり

か、ちょっとお聞かせ願いたいと思います。 

◇議長（宇津木治宣君） 教育長。 

              〔教育長 熊谷誠司君発言〕 

◇教育長（熊谷誠司君） まず初めに、お断りしておきたいのですけれども、小中学校のインフルエ

ンザ対策ですから私が責任を持ってお答えするというのが筋だというふうに思いますけれども、町長

がお答えになってくれましたので、責任逃れではありませんということでございます。 

 新型インフルエンザに子供たちがかかるということについては、県教委のほうでもいたし方ないだ

ろうと、もう最善の予防対策をとってかかってしまうということについてはやむを得ないと。それよ

りも、重症化しないということの対策をしっかりとっていくということが大事だろうというふうに言

っていますので、両面から対策をとっていると。しかしながら、今お答えしたように大変な子供の数、

罹患しているわけでありますので、今後どうしていくかということなのですが、また備前島議員のと

ころでもこういう質問がなされている内容でもありますけれども、今のところ授業が閉鎖された日数、

最高７日です。それで、今のところ、授業時数はこまという単位で呼んでいますけれども、週１時間

あるのを１こまと言っています。１こまから大体８こまぐらいの授業時数が１週間の中に入っていま

す。よろしいでしょうか。それで、大体７日の中で１０時間、最高１０時間ぐらいだろうというふう

に見ています。つまり、最高１週間に８時間の授業時間があったとしても、７日間の中で大体１０時

間ぐらい前後だろうと、こういうふうに判断をしています。一番少ないのは１時間と。したがって、

その授業時数をどういうふうに今工面しているかといいますと、本年度玉村町では、夏休みを１週間

早目まして約４０時間程度の授業増をしておりますので、しかも２期制をとっておりますので、ほか
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の市町村よりも前後大体１週間近くの、大体１５時間から２０時間の授業増がありますので、今のと

ころ特別対策はとっておりません。しかしながら、今後増ということが予想されていますので、その

増に伴ってどういう対策をとっていくかということについては、既に考えております。 

 以上でございます。 

◇議長（宇津木治宣君） 髙橋茂樹議員。 

              〔１２番 髙橋茂樹君発言〕 

◇１２番（髙橋茂樹君） 今の答弁の中で、まだ１５時間から２０時間ぐらいの余裕を持って、ただ

どうしても防げない感染を最低限に防いで、その辺を学校、幼稚園、保育所の中では、そういうとこ

ろで感染しないようにやはり行政としてはきちっと、先ほど町長の答弁の中で空気清浄機だとか手洗

いだとかうがいだとか、そういったものもきちっと指導して、感染予防のでき得る限りの対策はとっ

ていく必要があるかなと思っております。インフルエンザについては、また後日質問者もいますので、

次の下水道に移りたいと思います。 

 今先ほど玉村町が全域下水道区域ということでありますけれども、玉村町、工業団地を抜いて一般

家庭が最終的に下水道が引けるようになるのは、５カ年計画でも、先ほどの長期計画でもいいですけ

れども、何年ぐらいを見込んでおります、町長。 

◇議長（宇津木治宣君） 太田上下水道課長。 

              〔上下水道課長 太田 巧君発言〕 

◇上下水道課長（太田 巧君） 整備区域の関係で、全戸といいましょうか、全区域が完備するのは

いつごろになりますでしょうかというお尋ねでありますが、これはいろんは計算方法あると思うわけ

でありますが、今までの実績延長からいたしますと、１ヘク当たり２００から２４０メーター等々の

関係からいろいろ推計をいたしますと、未整備、それから先ほどの２４０メーターぐらいとしますと、

私の計算では２０．２カ月、２０年ぐらいはかかるであろうというような推計をいたしております。 

◇議長（宇津木治宣君） 髙橋茂樹議員。 

              〔１２番 髙橋茂樹君発言〕 

◇１２番（髙橋茂樹君） ２０年後というような話ですけれども、それ計算方法いろいろあると思う

のですけれども、今の答えからいけば２０年後より早まることはないような雰囲気、２０年後より、

事によればおくれるというような感じですけれども、現在玉村町で、やはり人口も減り出しているわ

けですよね。 

それから、やはり玉村町が一番人口急増した平成３年ぐらいから何年かぐらいにかけての建物、そ

のときにまだ下水道の未整備地域が非常に多かった。そういった中で、下水道が整備されたところで

建物、自宅を建てかえたりだとかという場合には、今度は今まで単独浄化槽だったのが下水道に引き

かえ、これはこれでいいかなとは思いますけれども、しかしながら２０年、２５年たって、そのとき

に玉村町へ越してきて、約１７年から２０年ぐらいが経過してきて、団塊の世代が退職したりいろん
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なことになってくると、自宅の改修だとか、それが今始まっている状況です。そういった中で、やは

り下水道がまだ引かれていないところについては、どうしても今までの単独浄化槽と違って合併浄化

槽を設置しなければ、これ許可にならないわけですよね。それを２０年もまた待っていろと言えば、

６０歳の人だと、なかなかうち建てかえ２０年待っているのは大変ではないのかと、１年ぐらい待っ

ていろというのなら我慢する人もいるかもしれないけれども、そういった中人口が減ってきていると

ころで、それだったら隣の市へ越してしまったほうがいいやというようなことでやっぱり人口減にな

っていくと、玉村町がどんどん衰退していってしまう。今の話の中で、やはり人がふえれば活気が出

てくる。簡単に言えば、６０歳以上の人たちが幾らふえたって、これは活気出てきます。８０以上の

人がふえたって、元気な人がふえるのなら活気は出てくる、そういう人たちがふえるだけということ

は、やはりないと思う。そういった中で、今の県域、下水道区域に、今現在で流域下水道の処理能力

というのですか、処理しているのはどのぐらいの処理でどのぐらい余裕があるか、ちょっとお願いい

たします。 

◇議長（宇津木治宣君） 太田課長。 

              〔上下水道課長 太田 巧君発言〕 

◇上下水道課長（太田 巧君） 当町におきましては、ご案内のとおり県央浄化センター保有町とい

うことで、現在県央浄化センター、ただいまのところ第５系列が約３分の２、仕上がって稼働してお

ります。日量は約２０万トンの処理をいたしておるところでありますが、ご承知のとおり当初計画で

は４８万トンというようなことが言われておりますので、今後におきましては、県並びに当然関係構

成市町村ともよく協議をしながら整備をしていくということであろうかと思いますが、今の段階では

当初計画では最大約４８万トンというふうなことが言われております。 

◇議長（宇津木治宣君） 髙橋茂樹議員。 

              〔１２番 髙橋茂樹君発言〕 

◇１２番（髙橋茂樹君） そうしますと、県央処理場のほうが４８万トン中２０万トンを現在日量で

処理していると、それで玉村町が、お金の問題はこっちへ置いて、即全部下水道管が整備できたとい

っても、県央処理場のほうへ即流入ができるわけではないですよね。そうすると、人口比で今５８．２、

２万２，０００人という答弁の中から、ちょうど４８万分の２０、３万７，０００、３万８，０００分

の２２、２万２，０００、そちらがちょうどいっぱいになって、人口比割合でいけば玉村町がやっと

ではないのかというように思えるのですけれども、玉村町は優先的に下水道管を整備すれば県央処理

場に流入できますか、それとも、できないと思うのですけれども、その辺の交渉はどんなふうになっ

ていますか。 

◇議長（宇津木治宣君） 太田課長。 

              〔上下水道課長 太田 巧君発言〕 

◇上下水道課長（太田 巧君） 優先的といいましょうか、当町におきましては全地域が、先ほどお
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話、お答えいたしましたように全町が整備区域となっております。当然公共下水道のほかに、いわゆ

る特環といいまして、特定環境保全公共下水道でカバーをいたしております。したがいまして、そう

いうふうなことで全地域が優先ということでもないのでしょうが、要は再三今回のお話の中でも出て

おりますのですが、行政刷新会議等におきましては全国的にも、下水道だけではないのですが、約４兆

円の削減とも言われておりまして、今後の財源移譲といいましょうか、その辺のところも十分加味し

ないといけないわけなのですが、それらを十分考慮しながら今後の計画を図っていくというようなこ

とが基本になろうかと思っております。 

◇議長（宇津木治宣君） 髙橋茂樹議員。 

              〔１２番 髙橋茂樹君発言〕 

◇１２番（髙橋茂樹君） 今の中で、国のほうもという言葉が、テレビ等で報道されていると思うの

ですけれども、その中でやはり集落排水だとか、そういうふうにあれだけの大規模の処理場をどんど

んつくれという時代は、これは自民党でも民主党でも、もう終わってきている時代ではないのかとい

うふうに考えるのですけれども、そういった中、やはり集落排水が規模的であれば、１回目の質問の

ように玉村町全域が下水道区域だからそういう補助ができないという理屈でなくて、ではここは集落

排水で早く整備しましょうとか、ここは早目に下水道区域から外して合併浄化槽で対応しようではな

いかとか、そういうような方法をきちっと考えて、やはり玉村町に人を呼ばなければ玉村町は活気が

出ない、どうしてもそういうふうに。もう今の状況からいったら、それだったら隣の市へ行こうか、

高崎市、前橋市、伊勢崎市含めて。仕事柄、玉村町で平成３年ごろに何でこんなに人口がふえたかと

考えれば、それは言葉にはいろいろあると思いますけれども、やはり玉村町がよかったという前提の

前に、高崎市、前橋市からあふれてきたというのも一つは原因があるかとは思われます。必ずしもそ

うではない。今玉村町に住んでよかった。しかしながら、やはり最近の状況を見れば、できれば玉村

町から越したいなといって越してしまって、やはり大宮あたりに住んだり、赤羽あたりに住んだり、

もとはあの辺に住んでいて来て、どうも仕事も遠いと、買い物も遠いと、医者も遠いと、ドクターヘ

リだとかなんとかではなくて、うちはもう歩って病院があるよと、買い物もあるよというような状況

で暮らしている人が、せっかく玉村町へ来た人が出ていっている状況が現状だと思います。 

そういった中で、これから出ていかないようにとか、玉村町に住むには、うちをつくるにはどうし

たってやっぱりお金がかかる。そういった中、下水道区域が引かれているところに空き地があるかと

いえば、もうだんだん、だんだん玉村町も、５年ごとに都市計画見直しだなんて言ったって、ろくに

見直ししてくれない。何してくれたって、工業団地ちょっとふやして、会社が来るか来ないか考えよ

うなんていう時代になってしまっている。先ほど来出た広幹道が完成して伊勢崎市のほうで６０町歩

だったって、これ県がやることだけれども、６０町歩の場所に来る企業はまだ決まっていないです。

広幹道、北関の三和インターのところだって、上毛新聞社にやっとこの間何とか売れてきたというよ

うな状況の中で、やはりもう１回決めた区域が全体だからということでなくて、柔軟な考え方の中か
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らいって下水道区域をきちっと見直して、まだまだ引けない、２０年後にそこが引ければ、早ければ

２０年後にまたうちを建てかえる人もいるだろうし、今まで下水道を配管しました。建てて５年ぐら

いのところでも、どんどん下水道に接続してくださいといって、県央処理場に接続している家庭は幾

らでもある、まだ未接続のうちもあるだろうけれども。うちの前にはもう下水道、おたくの敷地に引

き込んだのだからと言えば、その割合だって結構下水道に切りかえている。合併浄化槽があっても、

単独浄化槽があっても切りかえているうちがあるのだから、合併浄化槽よりもきれいな水が県央処理

場で流れるのだということであれば、２０年後に整備されたときに引きかえてもらえばいい、２０年

後と言えば小学生の１０歳の子だって３０歳になってしまうのだから、その子が玉村町に住んでいる

うちには。その子たちは、やっぱり玉村町に住まわせるという政策をとっていかなければ、もう国全

体の人口は、どんどん減るのは統計上わかっている。やっぱり都市間競争になってきてしまうわけで

す。前橋市に行くか、高崎市に行くか、いや、伊勢崎市に行くか、玉村町に住むか。やはり玉村町に

住んでもらって、玉村町が独自で行くのだというには、そういう方向をどうしてもとってもらわなけ

れば、玉村町がめったくらい町になってしまう。先ほどの、その後の質問で出てくるけれども、街灯

だけつけたって明るくなりはしないというようなこと、やっぱりきちっと人がいて、いれば今度は商

店だって活発化してくるわけ。午前中の質問の中に、夜８時になれば半値になるといって、その人が

５０人いれば１００人買い行くかもしれない、昼間もにぎわう可能性がある。隣で工場団地が、そち

らのほうに工場が来てくれればやはりベッドタウン化して、いい工場を隣の市が誘致する、そこで勤

めている人が玉村町に住んでもらえる、そうすれば税金だって上がるわけだ、玉村町の住民税だとか

固定資産税が。今の農地のまんまでは、幾ら固定資産税が取れる何が取れるといったって、ろくに取

れはしないから。そういう面からいったら、きちっと税収を確保する意味でも、その辺の見直しは絶

対に、やっぱり今後していく事業かなというふうに考えていますけれども、その辺町の指導者である

町長、どのように考えます。 

◇議長（宇津木治宣君） 町長。 

              〔町長 貫井孝道君発言〕 

◇町長（貫井孝道君） この処理場がスタートしたのが昭和５４年なのです。ことしでちょうど３０年

になります。３０年たって、先ほど申したように５８％の普及率です。ということになると、あとの

４０％は何年たつのですかというと、先ほど課長が２０年と言いましたけれども、本当に気の遠くな

るような、だから当初から考えれば５０年です。５０年たっても、まだ下水道が来ないという地域が

あるということになるわけですから、この辺については非常に今髙橋議員が申したとおり、では５０年

待つのかいという話になるわけです。ですから、今まで玉村町は全地域下水道地域ということで来た

わけですけれども、国の方針も、今後こういう大きな処理場をつくっていくということに対しては余

り積極的ではない、どっちかというと消極的になりました。そういう中で、では玉村町としてどうす

るのかということになると思います。これは、もう本当に検討課題でございまして、合併浄化槽とい
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うものができましたから、この辺の活用をこれから考えなければいけないかなと。県内でも富岡市な

どは、もう既に合併浄化槽でいくから県央処理場には余り入れないというところも出てきました。た

だ、高崎市、前橋市は待ち状態でございます。区域がまだ新しくならないので、県央処理場に入れた

いのだけれども、待っていてくださいという状況だそうです。ですから、そういう中で町としてはど

うするかということでございます。もうこれは、あと２０年待ってくださいということでは済まされ

ない時期に来ているなと考えております。 

そういう中で、合併浄化槽の活用に対する、国も合併浄化槽に対してはかなりの補助を考えて、新

しい補助制度を考えていますので、その辺を国との整合性を見ながら町としても、今後玉村町は一円

処理場で下水処理をしていきますから、公共処理でいきますからということではなくて、先ほど柔軟

なと言われましたけれども、新しい方式も今後は考えていく、検討を始めなければいけないかなと私

も考えております。 

◇議長（宇津木治宣君） 髙橋茂樹議員。 

              〔１２番 髙橋茂樹君発言〕 

◇１２番（髙橋茂樹君） 町長の考えもそのような、やはりきちっと考えてもらって、国もそうです

けれども、国より先に玉村町が本来考えてもらえば、なおよかったかなとも思ってもいますので、国

と並行より少しずつ進んで研究してもらえばいいかなとも思っていますので、合併浄化槽、また集落

排水等、いろんな面で考えてもらえればと思っています。 

 それから、ソーラー発電というのですか、電気のパネル発電、これ玉村町が、先ほど補正で組むほ

ど当初の予想よりも人気があって、そういった中、新築住宅は少ないけれども、ソーラーを入れてみ

ようかということで既設の住宅でも入れ始めているということになってきていれば、やはりこの辺の

補助というのも、先ほどの中で住宅を建てかえてリフォームするか、いや、それとも玉村町を出てい

くかといったときに、せっかくなら玉村町が住みいいし、余り他の市町村へ行くよりもいいよという

ようなことでやっていくには、やはり近隣と、少なくとも同じにすればと私は考えるのですけれども、

先ほど私がきょう４人目で、その前のということで町長も随分のどが乾いていると思いますので、隣

にいる、町長と同じ考えだと思いますので、副町長のほうにその辺の、また全国的なレベルなり、こ

の辺の状況を副町長が把握していたら、副町長お願いいたします。 

◇議長（宇津木治宣君） 副町長。 

              〔副町長 横堀憲司君発言〕 

◇副町長（横堀憲司君） 全国のデータというのは持っていないのですが、先ほど来町長がお答えし

たとおり、また議員のご質問の趣旨もよくわかりましたので、その辺来年度予算が今編成中でござい

ますが、全体の予算の中の位置づけも見ながら検討させていただきたいというふうに思います。 

◇議長（宇津木治宣君） 髙橋茂樹議員。 

              〔１２番 髙橋茂樹君発言〕 
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◇１２番（髙橋茂樹君） そんな中で、どうしても先ほど町長、副町長同じ考えの中で、お金はやっ

ぱり有効なところに使うのだと、何でもかんでもお金があるから使うのだと、ないから使わないので

はないという考えは、非常に玉村町いいと思います。 

そういった中で、有効に使うにはどうしたらいいのかというのは、今言ったような、やはり住民が

玉村町に定着する。また、高崎市にいる、伊勢崎市にいる、前橋市にいるよりも、玉村町に住んでい

るほうがいいのだというような格好をつくっていくためには、少なくともやはり精神面で玉村町がい

いのだいいのだということではなくて、どうしても形に見えるもので近隣に引けをとらない、そうい

う補助制度を使っても決して悪くはないかなと思います。 

１つあれなのですけれども、いろいろ日本に今神様がいるのですけれども、うちのほうも非常に古

墳が多くて、言ったら日本の昔の神様は、鏡だとかまが玉だとか刀だとかということで、それでは民

衆が納得しないと、そのためにお寺ができて仏像ができた。それで人間が、神、仏を敬うようになっ

た。やはり行政も、そういう意味からいっても幾らか形の見えるものをつくってやってもいいかなと

思いますので、その辺をきちっと検討してもらって、時間が１２分ほどありますけれども、一般質問

は終了いたします。 

                      ◇                        

〇散  会 

◇議長（宇津木治宣君） 以上をもちまして、本日の日程はすべて終了いたします。 

 これにて散会といたします。 

 なお、明日は、午前９時までに議場にご参集ください。ご苦労さまでした。 

   午後３時８分散会 
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